創価大学大学院紀要 第41集 by unknown







   ···················································· 後期課程在学  辻 塚 秀 幸 １ 
Decent Workの観点から見る労働者保護を意図した賃金・所得に関する研究 
―Minimum Wage (MW)・Living Wage (LW)・Basic Income (BI)の例を用いて― 





   ···················································  前期課程修了  菊 地 勝 治 35 




―『モラル教育』教科書を中心として―   ·············· 前期課程修了  陳   淑 芬 77 
越境する文化から見る「クール・ジャパン」  ·············· 前期課程修了  史    金 凱 99 
1980年代中国政府と現代新儒学研究 





   ·············································································  前期課程修了  楠 瀬 拓 紀 141 
Influences of Learning Drum Set on Identity Development and Self-esteem 
   ··············································································· 前期課程修了  David  Peters 165 
１０代で第一子を妊娠・出産した女性が母親になっていくプロセス 




   ·············································································  前期課程修了  吉  田 沙耶華 211 
 
文学研究科人文学専攻 
智顗における性戒と戒体論  ············································  後期課程在学  大 津 健 一 233 
智顗の「四悉檀」解釈 
――法華経疏と維摩経疏の比較を中心として―― 
  ················································································  前期課程修了  石 田 幸 司 251 
智顗著作における一心三観説の研究 
『三観義』と『維摩経玄疏』「三観解釈」の比較対照を中心に 




―論理に着目した談話構成指導とは―  ··························  修士課程修了  板 屋 登 子 299 
「大丈夫」のコミュニケーション上の特質 
―語用論の観点からの分析―  ······································  修士課程修了  遠 藤 李 華 319 
助動詞“可以”とそれに対応する日本語表現についての日中対照研究 
―“可以”の用法・機能を中心として― 





  ·········································································· 後期課程在学  徳 永   淳（365）１ 







The effects of the increase in non-regular factory workers 
on kaizen-related communication involved with in-house industrial relations: 
A case of organizational behavior in Mitsubishi Electric Shizuoka factory 
 
創価大学大学院博士後期課程 











社員の状況を大きく下回る2。さらに教育に関しては、正社員に対する計画的な OJT が 62.2％である







1 総務省「労働力調査（基本集計）平成 30 年（2018 年）平均（速報）」 p.9 
2 厚生労働省（2014a）「平成 26 年就業形態の多様化に関する総合実態調査の概況」 p. 22-23 
3 厚生労働省（2014b）「平成 26 年度能力開発基本調査」事業所調査 p.12, p17 
4 以下の関連する研究があげられる。井上甫（1974）『生産性と労働運動』日本生産性本部，大場・三浦・篠原・
井上・佐藤共著（1987）『労働組合ハンドブック』日本生産性本部 労働情報センター 
5 日本 HR 協会編（1989）『改善・提案Ⅰ 導入・運営ガイド』日刊工業新聞社, p.46 
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援をめぐる諸問題−『能力開発基本調査』の結果をもとにして−」金沢大学経済論集, 第 34 巻 第 2 号, 2014 年 3
月 
8 本章のケース内容は、筆者の 2015 年 3〜7月までの三菱電機静岡製作所における実地調査に基づく。 
9 三菱電機 HP http://www.mitsubishielectric.co.jp/saiyo/graduates/philosophy/place/shizuoka/,  2019
年 6 月 1 日閲覧 
10 静岡市 HP https://shizumatch.jp/company/detail/757,  2019 年 6 月 1 日閲覧 
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２．外装の取り付けセクションの職場環境 
 以下では、派遣社員が多く配置される L ラインの外装取り付けセクション（ゼネラル・セクション）
について詳しく見ていく（図２）。同セクションでは、板金の取り付けやネジの打ち付け、ナットの
取り付け作業等が行われる。ネジの取り付けやナットの取り付けでは、電動ドライバーを使用し、1 台
の製品につきネジの場合は 2 本から 5 本を、ナットの場合は 4 つを 1 人の作業者が取り付ける。1 日














っていた期間のゼネラル・セクションには 1 名のラインリーダーと 13 名の労働者が配置されており、
その内、正社員はラインリーダーとラインの最後でミスをチェックする 2 名の合計 3 名が配置されて
いた。残り 11 名の労働者は契約社員と派遣社員から構成されており、その内、派遣社員が 9 名、契約
社員は 2 名の配置となっていた。また、同セクションでは、男性労働者が 10 名（正社員 1 名、契約社
員 2 名、派遣社員 7 名）、女性労働者が 4 名（正社員 2名、派遣社員 2 名）となっており、外国人の
労働者は 2 名（両方男性で、国籍はインドとフィリピン）であった。 
製造業現場における非正規労働者増加による、カイゼン活動に係る 
企業内労使コミュニーケーションへの影響に関する一考察 




 労働者の勤務スケジュールは大きく分けて、夏の繁忙期（3 月頃から 8 月中旬頃まで）と繁忙期後
（8 月中旬から 3 月頃まで）の 2 パターンがある。繁忙期後の作業時間は繁忙期に比べ 15 分短く、1




火曜日・木曜日に残業を 2 時間行い、土曜日の出勤があると、1 週間の作業時間は 54 時間となる。ま
た、作業量が多い月には、月曜日から土曜日まで 6 連勤で作業を行い、日曜日に 1 日休暇を取り、ま
た月曜日から 6 連勤というサイクルが 3 週間続くこともある。 
 次に、1 日のスケジュールについて整理する（図 3）。1 日の作業は 8：15 の朝礼で始まるが、実際
は当日使用する備品の準備が暗黙の了解として課されており、配属場所によっては 10 分以上の準備
が必要となる。朝礼はまず、室外機 3 ラインの作業者全員が集まって行われ、10 分間弱、目標生産台
数の達成状況や注意事項の確認、内外の担当者による作業場所の視察・監査予定日等の情報が共有が
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なされる。その後、約 5 分間、セクション毎に分かれ前日の目標達成度やミス状況の共有及び作業服
の安全確認が行われる。作業服の安全確認では制服と軍手の着用・体調確認が行われる。これら 2つ
の朝礼後、ライン作業が開始される。ライン作業は約 2 時間を 1 セットとしており、セット間には 10
分間の休憩がある。午前中は 2 セットの作業を行い、作業が終了すると 45 分間の昼休憩がある。午後
の部は 12 時 45 分から始まり、定時日程の場合には 2 セットの作業が行われた後 5 分間の清掃をし、
17 時に作業終了となる。残業日程の場合は午後の 2 セットの作業後 15 分間の休憩を挟み、さらに 1




 非正規労働者11の契約期間は短期の場合 1 ヶ月程度であった。一方、長期の場合も約 3 ヶ月に 1 度
契約更新の必要があった。加えて契約更新ができるかどうかはその時の生産目標に依存するため、次































いる者が締めることとなる。この作業方法の指導と補助は、短い場合で 1 日、長くて 1 週間程度行わ
れる。また、この指導と補助はその時その作業場所で作業を行っていた者が担当するため、ラインに
多く配属されている契約社員か派遣社員のどちらかが担当する。 
 その他の教育・研修には、配属初日から 1 ヶ月後に行われる安全教育と月に 1 度行われる安全教育
の 2 つがある。前者の研修では、約 1 時間ラインリーダーによる使用道具や工場内の危険箇所につい
ての確認説明があり、その後 10 分程度、5～6 人が 1 チームとなり、職場に潜む危険を書き出す作業
を行う。一方、月ごとの安全教育は正社員・契約社員・派遣社員の全員が参加する。この安全教育は
研修を行う 1 週間程前に、工場内の危険がある場所の写真 1 枚とその危険がどのようなものかを記入
するスペース、そしてその危険を回避するために必要な行動を記入するスペースが設けられた 1 枚の
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A4 用紙が配布され、研修日までに記入して持参することが求められる。そして、当日は記入済みの用
紙を使用し、事前に割り振られた 7～8 人が 1 チームとなり、10 分間用紙の内容について話し合いが


























ュニケーションの現状と課題」日本労働研究雑誌, No. 546, 2006 年 1月号 
13 カイゼンの定義には以下のものがあげられる。今井正明（2010）『復刻改訂版 カイゼン 日本企業が国際競争
で成功した経営ノウハウ』マグロウヒル・エデュケーション, p.32 「カイゼンとは改善のことである。さらに、そ
れは管理者、従業員を含め、全員参加による、絶えざるカイゼンを意味している」、日本 HR 協会編（1989）『改
善・提案Ⅰ 導入・運営ガイド』日刊工業新聞社, p.47 「継続的に、小さな進歩を、少しずつ積み重ねていくもの。
しかもそれが経営者からマネジャーそして従業員のすべての人々によってなされるもの」 
14 デニス・オーガン, スコット・マッケンジー, フィリップ・ポザコフ（2007）『組織市民行動』白桃書房 








 また、組織市民行動は次の図で説明できる16（図 4）。図 4 の左図は、従業員が規定された職務のみ
を遂行する場合を、右図は規定された職務に加えて規定のない自発的な職務が行われていることを示














17 田中, 前掲書 p１１ 
18 田中堅一郎（2012）「日本の職場にとっての組織市民行動」日本労働研究雑誌, No 627, 2012 年 10 月, p.17 
19 Stephen P. Robbins（2013）Organizational Behavior, Global Edition, fifteenth edition 
, Pearson, p.(62) 
創価大学大学院紀要・第 41 集・2020 年 2 月 
 
－ 10 － 










20 スティーブ P. ロビンス, 前掲書 p.44 
21 Naoki Kuriyama（2014） “Practical Wisdoms of IR Communication Based on the Productivity Movement from 
1955 to the Early 1990s in Japan” SOKA KEIEI RONSHU, vol.38 no.1, March 2014 カイゼン活動の前提条件とも
言える協調的労使関係構築に影響を与えた生産性運動について、栗山は生産性運動 3 原則が、公平な処遇・手続
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Decent Work の観点から見る労働者保護を意図した 
賃金・所得に関する研究 






















となるようなアプローチが必要であるとし、1999 年に Decent Work という新たな概念を提唱した。
今日 Decent Work は ILO の主要目標となっており、そこには労働者保護を意図した賃金の必要性も
含まれている。 
こうした労使における賃金の重要性と ILO の新たな動きを踏まえ、本稿では Decent Work の観点
から「労働者保護の側面」を意図した現在の賃金・所得制度に焦点を当て、再検討を行っていく。な
お、賃金のみならず所得も対象とする根拠は、Decent Work の概念が労働の分野に限らず、Social 
Protection のような Non Work-Related な分野も含むため、あえて労働に関する賃金とより広義なも
のとして所得という概念に分け、両者を考察していくべきであるとしたからである。 
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そして「労働者保護の側面」を意図した賃金・所得として、具体的に Minimum Wage（MW）、Living 
Wage（LW）、Basic Income（BI）の事例を取り上げていく。これら３つの賃金・所得制度は、ILO
の様々な文書の中でも言及されているため、「労働者保護の側面」を有したものとして適切であると言
える。ゆえに、Decent Work の観点から、MW、LW、BI を考察し、現在の「労働者保護の側面」を
有する賃金・所得制度を再検討していきたい。 
 
1. Decent Work とは－各戦略目標と賃金 
1.1. Decent Work の概説 




現在、Decent Work の概念は、ILO が様々な労働の分野で実践する活動の主要目標となっており、
その目標を達成するために次の 4 つの戦略目標が掲げられている。すなわち、Rights at Work（労働
の権利）、Employment（雇用）、Social Protection（社会保障）、Social Dialogue（ソーシャルダイア
ローグ）である。これら 4 つの戦略目標について以下論じていく。 
 
1.2. Rights at Work 
(1) Rights at Work の概説と中核的労働基準 






国が団体交渉や有給休暇、十分な所得、社会保障、労働安全衛生などの社会的かつ経済的な Rights at 
Work を保障している。こうした Rights at Work への認識の発展は、労働者の賃金交渉における権利
の保障も推進している。 
 しかし、Rights at Work の適用はその国の政治体制や発展レベルに依存するため、現実的には各国
間で格差が存在している。例えば、最低賃金制度におけるその賃金水準は、各国の経済レベルに依存
するため、国際的な普遍化は困難である。これを受け ILO は Rights at Work の人権保障としての普
 
1 ILO（1999a, p.1）「 Decent work means productive work in which rights are protected, which generates an 
adequate income, with adequate social protection」の英文を筆者が意訳。 
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遍的側面と各国の状況に依存する特殊的側面に次のような姿勢を見せている。 
 Rights at Work の普遍的側面としては、1998 年に採択された中核的労働基準（労働における基本
原則及び権利に関する ILO 宣言）が挙げられる。中核的労働基準とは、①結社の自由や団体交渉、②
強制労働の廃止、③差別の撤廃、④児童労働の禁止を含み、労働者の普遍的に守られるべき権利とし
て定めたものである。第 87 回 ILO 総会の報告書にある優先行動計画（ILO, 1999b, pp.16-17）によ




このように ILO は Rights at Work の適用可能性の問題を受けつつも、普遍的な権利として中核的労
働基準を掲げている。そして、この中核的労働基準が Decent Work の中核でもある（Ghai, 2006, 
pp.9-10）。 
 一方 Rights at Work の特殊的側面に関して、ILO は普遍化困難な内容であっても労働者の人権侵
害に係るものについては最低限を確保する必要があるとし、ILO の条約や勧告の批准を促している。
そしてこうした認識の発展が Decent Work という概念の起点となったという指摘も存在する。 
Rights at Work の普遍的側面にあたる中核的労働基準は、その内容が考慮された際、最低賃金や労
働時間などのコストや競争に関わるような Cash standards は普遍化困難なため無視するように考え
られてきた。それにより中核的労働基準は、生活賃金や職場の安全衛生のような人が生きていくため
の基準ではなく、最低限の人間の尊厳性だけを重視したものになったと言える（Elliott and Freeman, 
2003, p.13）。その結果、中核的労働基準でカバーできなかった分野を補うため、新たに Decent Work
という概念が提唱されたのである（Budd and Scoville, 2005, p.127）。 
 以上を踏まえると、Decent Work は Rights at Work の普遍的側面と特殊的側面の両方を包括する
概念と捉えることができる。逆を言えば、Decent Work における Rights at Work は普遍性と特殊性
を有しているのである（図 1.1）。  
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(2) Rights at work と賃金 












以上を踏まえ、賃金の観点から Decent Work における Rights at Work を考察したとき、そこには
賃金が特殊的側面を持ちつつも、普遍的側面も兼ね備えるため、その線引きを考慮した Rights at 












図 1.1 Decent Work における Rights at work が持つ普遍的側面と特殊的側面 
Decent Work の観点から見る労働者保護を意図した賃金・所得に関する研究 




















(1) Employment の概説と Employment Responsibility 
ILO が示す Employment とは、Full（完全雇用）で Freely chosen（自由に選択された雇用）な 
Productive employment（生産的な雇用）である。また、Employment には労働者のみならず、その
家族の基本的生活ニーズを満たす報酬を伴うものでなければならないとしている。これらの考え方は、
Decent Work における Employment にも当然のごとく反映されており、ここではとりわけ ILO も示
唆している Employment Responsibility（雇用責任）の概念について着目したい。 
ILO はこれまで全労働者の Full Employment を保障するため、Employment Security の促進に注
力してきた。なぜなら、Employment の喪失が国の社会的かつ経済的側面に大きな影響を及ぼすため
である。例えば、社会的側面として、賃金は Employment と密接な関係にあり、労働者が安定した所
得を得るためには Full Employment が求められる。しかし、余剰人員による解雇は失業率を増加さ
せ、労働者の安定した所得を困難とさせる。一方、経済的側面としては、余剰人員削減の際、解雇さ
れず残された従業員のコミットメントの低下が挙げられ、企業への不信感や忠誠心の喪失は企業の競
争力を失わせる可能性がある（栗山, 2018a, pp.47-49）。 
しかし、こうした Employment Security の重要性とは逆に、それを維持することの困難性を示した
見解も存在する。Rogovsky（2005, p.49）は、「Employment Security はもはや過去の遺物であり、
企業は激しい国際競争の中で変化に迅速かつ効率的に対応することが求められている」と指摘してい
る。その結果、「解雇はもはや単なるコストを削減するための手段ではなく、企業が効率的に利益を上
げる手段と化している」とする（Rogovsky, 2005, p.49）。 
図 1.2 賃金における Rights at Work の特殊性と普遍性 
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これらを踏まえると、Employment Security には企業の Employment に対するジレンマが生じて
いる。すなわち、企業は自らの存続を維持していくために積極的に余剰人員解雇を行っていく必要性
と、労働者の生活賃金を保障するための Full Employment を確保していく必要性との間に生じるジ
レンマである。これに対し、Kuriyama（2018b）は、Employment 確保はいわば企業の CSR の一環
とも捉えることができ、社会と経済の安定を図ることは使用者の責任であるとし、Employment 
Responsibility の重要性を指摘している。すなわち、Employment Security がもはや困難であるとし
つつも、Employment は労働者の生活維持に関わるため、Employment Security も含めたより広義の
概念として、Employment Responsibility が注目されている。 
一方、ILO（1997, pp.32-33）はこうしたEmploymentにおける責任に対して、労働者のEmployment 
Security を確保していくことよりも、彼らの Employability（雇用されうる能力）を育む訓練を提供
していくことが、Decent Work における Employment を考慮する上で重要であるとの指摘もしてい
る。 
 
(2) Employment と賃金 
Employment Responsibility の考え方は、労働者の賃金保障にも関係している。賃金は労働者の基
本的生活のニーズを支えており、それを生み出す Employment は労働者にとって唯一の賃金獲得の手
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Decent Work における Employment では、Full Employment を言及しているが、それは同時に
Freely Chosen Employment の尊重も指摘している。これを Employment Responsibility の観点から
見たとき、企業は労働者の生活を保障するために Full Employment を提供するとともに、労働者に









者の Employability を育み、Freely Chosen Employment を促進することが企業の Employment 
Responsibility の一つとなってくるであろう。 
 図 1.3 は、Decent Work における Employment と賃金の関係性を示したものである。前述した通
り、賃金と Employment は強い関係性があり、Decent な Employment を確保していくためには、
Employment Security だけではなく、Employment Responsibility という考え方に立脚する必要があ
る。 
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1.4. Social Protection 
(1)  Social Protection の概説と保障の拡大 
ILO は Decent Work における Social Protection の定義を、「労働者に降りかかる不測の事態に対し
てや、その脆弱性を補うために保障を提供することである」としている（Ghai, 2006, pp.14-15）。ま
た、Ghai（2006, pp.14-15）によると、上記で示した ILO の Social Protection の定義は、現在少な
くとも二つの観点から実行されるべきであるとしている。 
第一に、Social Protection で保障される者の範囲が、多様な労働者を含み、またその家族さえも含
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相互に影響し合うという認識が発展したため、それらをカバーする Social Protection が必要になった
結果と言える（図 1.4）。 
上記二点を踏まえると、Decent work における Social protection の定義に対して次のように解釈す
ることができる。すなわち、Decent Work における Social Protection とは、「労働に関する限定的な
Work-related Social Protection の範囲を超えて、多岐に渡り、全ての人々に展開されるべきもの」と



















(2) Social Protection と賃金 
 賃金は、労働者の基本的生活ニーズを支える手段であるため、それらは人権保障として保障される
べきものである。一方で、Decent Work における Social Protection の定義は、「人の脆弱性を補うも
のであり、それは Work-related な部分を超えているもの」とされている。この観点から、賃金はあ
る意味 Social Protection の定義が示す「人の脆弱性を補うもの」に当てはまる要素を含んでいると言
える。 
人 
生活条件 企業 地域コミュニティー 労働条件 
労働者 
図 1.4 企業と地域コミュニティーの人をめぐる相互関係 
出所：栗山（2018a）をベースに筆者が修正、加筆した 
生活者 
Wage Income ＜ 
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 しかし、賃金は、Social Protection の定義で示す「Work-related の範囲を超えて」は、当然のごと
く反映していない。賃金は通常労働の対価として支払われ、Work-related でない賃金は存在するはず
がない。これを図 1.4 を用いて示すならば、それは労働条件に関係する Wage である。 
一方で、生活条件に当てはまるものとして、Income が挙げられる。ここでは図 1.4 が示す通り、
Income の概念が Wage で補うことができない Work-related な範囲を超えた部分を含んでいることに
着目したい。すなわち、Wage だけでは全ての人の脆弱性を補うのに不十分として、より包括的な概
念として Income が存在していると言える。実際、最低賃金のような Wage は Work-related な要素に
含まれるため、失業者や雇用へのアクセスが困難な者にとっては、得ることのできないものである。
一方、失業手当や後述するベーシックインカムのような Income は、Work-related な範囲を超えてい
るため、Decent Work における Social Protection の定義をより満たすものと言える。 
 
1.5. Social Dialogue  
(1) Social Dialogue の概説と新三者構成主義 
ILO3によると、Social Dialogue とは、「政労使の代表者が、経済あるいは社会政策に関しての共通
事項に対し、交渉や協議、単に情報交換を行うこと」と定義している。また Social Dialogue 自体の
主要な目的は、「労働の世界における主要なステークホルダー達との間に、コンセンサスを形成し民主
的な参画を促すことである」としている。 






しかし、1999 年を契機として、Social Dialogue は持続可能な発展のために必要な手段であるとの
認識が広まった（ILO, 2007, p.161）。すなわち、政労使の各団体は、Social Dialogue を通じて、三




その中には、労使による Social Dialogue が果たす役割についても議論された。第 96 回 ILO 総会の
報告書（ILO, 2007, pp.161-173）によると、企業の持続可能性を促進するためには、①民主的統治、
 
3 ILO HP . “What is Social Dialogue”, 
<https://www.ilo.org/ifpdial/areas-of-work/social dialogue/lang--en/index.htm)%20%20a>, （参照 2018‐10‐18） 
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通目的を実現するためには、上記の３要素を満たす必要があり、そのために Social Dialogue は労使
がそれぞれの共通価値を探っていく手段となっている。 
  
(2) Social Dialogue と賃金 
ここでは、三つの賃金・所得制度の観点から、現在、新三者構成主義5とされる Social Dialogue の
在り方がどのように異なるのかについて考察していく。 










らの三つの決定方式から、MW における Social Dialogue を考察したとき、それに関与するステーク
ホルダーの層は、政府、使用者、労働者のいずれかによるものであると言える。 
 第二に Living Wage（以下 LW と表記する）である。近年増加するワーキングプアの問題や様々な
分野における民営化の流れ、新自由主義市場による社会保障の減少などを背景とし、「労働者の生活を
保障する賃金」として LW が注目されている。LW 自体の想起は 19 世紀にまで遡り、使用者に対し、
労働者の生活を満たす賃金を求める運動が、労組や市民団体、宗教団体が中心となって起こった。LW
の支給は企業によって行われるが、それには義務として制度化されたものと、自主的なものが存在す
る。例えば、LW 導入が進んでいるアメリカや韓国の事例では、政府が LW を制度化し、企業はそれ
に従い、支給することが義務付けられている。一方、イギリスの事例では、制度化と自主的な支給の
両方を行っており、自主的に行う企業は労組や NGO などとの連携が図られる。制度化と自主化の二




創価大学大学院紀要・第 41 集・2020 年 2 月 
－ 24 － 
の層は、政府、使用者、労働者、NGO、市民団体、宗教団体のいずれかによるものであると言える。 




BI は、Decent Work における Social Protection が示す Work-Related を超えた保障を行う Income
として限りなく近いものであると言える。政府が国民に一律に支給するため、基本的には BI におけ
る Social Dialogue は中央政府と地方政府との間で行われると言える。しかし現在、財源の捻出にあ
たり、税制の工夫が必要であるとの議論があるため、場合によっては企業や労組、NGOなどとのSocial 
Dialogue が展開されるであろう。 
 上記の賃金・所得制度の例から、現在の Social Dialogue が新三者構成主義へと進展していること
が把握できる。また、各賃金制度の運営が異なれば、当然それに関与するステークホルダーの層も変
わるため、Social Dialogue の在り方も変容していくであろう。すなわち、各賃金・所得制度によって
Social Dialogue における各ステークホルダーの力点が異なってくる。 
 
2. Decent Work と労働者保護を目的とした賃金・所得制度   
2.1. Minimum Wage 
(1)  Minimum Wage の概説・歴史と ILO 条約 
 Minimum Wage（以下 MW と表記）の必要性は、ILO の中でも、設立当初から議論されてきた重
要なテーマである。1919 年の ILO 憲章の前章では、労働条件の緊急の改善が要求されるとともに、
十分な Living Wage（以下 LW と表記）の給付が言及されている。さらに、1944 年の「国際労働機
関の目的に関する宣言」（フィラデルフィア宣言）では、「Minimum Living Wage の全ての雇用され
うる者、そのような保護を必要とする者への適用」とあるように、LW から MW により焦点を当てた
言及がなされている。これは 2008 年の「公正なグローバル化のための社会正義に関する ILO 宣言」
でも繰り返し言及され、さらに Decent Work の議論の流れに際し、後述する Basic Income の必要性
も示されている。このように MW は、労働者保護を目的とする賃金の一つとして、今日まで国際的に
認知されている。 
 MW の起源は、1894 年のニュージーランドによる調停仲裁法によって始まる。同法は、不当に低
い賃金設定から生じる労使紛争を防止することを目的に、産業別の協約の中に産業全体を適用範囲と
する MW を制度化するというものであった。さらに、1896 年にはオーストラリア、1909 年にはイギ
リスが MW を導入することとなった。特に、イギリスでは、労使の団体交渉のない低賃金労働者に対
し、最低限の賃金・労働条件を確保することを目的として、MW が導入された。これらの MW の萌
芽は、ILO の最低賃金に関する条約のうち、1928 年に採択された 26 号条約の内容を反映している。
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26 号条約では、主に低賃金労働者の保護を目的としており、具体的な内容としては、MW を通じた
団体交渉の促進や、団体交渉制度がない産業に対しての MW の決定機構の設置、MW 自体に法的拘
束力を持たせることが定められた。 







 第二次世界大戦後には、国際的に社会保障を整備する動きが見られ、それとともに MW を導入する
国も拡大することとなった。1969 年にはオランダ、1970 年にはフランス、1980 年にはスペインが、
アメリカのような全国一律の MW を導入した。 
一方、1960 年代には、多くの新生のアフリカ諸国において、全国的な MW を制度化していく動き
が見られた。実際これらの制度は、途上国ゆえの様々な制限により、国営企業や多国籍企業だけに限
定したものであったが、全体的な流れとして MW の導入が拡大していったと言える。 
ILO（2018, p.7）によると、「法的な MW の進歩的な拡大は、全ての労働者が極端な低賃金から保
護されるべき権利を有しているとの認識が広まったためである」としている。実際 ILO はこうした認
識を踏まえ、1951 年に 26 号条約の上位互換として 99 号条約を採択している。具体的な内容として
は、26 号条約で明記されなかった農業労働者も MW の対象とする必要性が示されている。つまり、
労働者保護の認識が発展するとともに、賃金保障も労働者の権利の一つとして見られるようになり、
それが MW の拡大に繋がったと言える。 
 しかし、1970 年代から 1980 年代にかけて、オイルショックなどによる経済的問題や、それに伴う
新自由主義政策の潮流は、MW の普及を停滞させることとなった。イギリスでは、1993 年にサッチ
ャー政権の下、法律的に制限される賃金決定は市場原理の阻害になるとし、MW を決定してきた強制
的賃金決定機構である賃金審議会が廃止された（田口, 2000, p.48）。 
 このような流れに際し、ILO は新たな最低賃金に関する条約として、1970 年に 131 号条約を採択
した。131 号条約は、途上国をも念頭に置いた基準を定めており、26 号条約や 95 号条約ではカバー
していない内容を包括し、強化するものとして採択された（鈴木, 1999, pp.175-176）。 
表 2.1 は、MW に関する各条約の趣旨と、それに対応する国々の MW の導入・廃止を年 
代で示したものである。このように、MW の歴史的変遷は、労働者の人権保障に対する認識の発展
とともに進展し、その流れの中で ILO 条約も進化していったと言える。 
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MW に関する ILO 条約 各国の MW に対する動向 






➢ MW が法的拘束力を持つこと。 
➢ 労使の代表が対等の立場で MW の
決定機構に参加すること。 
⚫ 1894 年 ニュージーランドの調停
仲裁法。 





⚫ 1930 年代以降 メキシコ、ブラジ
ル、コスタリカ、ウルグアイなどの
途上国でも MW を導入。 
⚫ 1938 年 アメリカが全国一律の
MW を導入。 
1951 年 99 号条約・89 号勧告採択 
 
➢ 26 号条約の内容を引き継ぐ形で、農
業労働者も MW の適用対象とする。 
⚫ 第二次世界大戦後、MW の拡大が見
られる。 
⚫ 1969 年 オランダ（全国一律 MW） 
⚫ 1970 年 フランス（全国一律 MW） 
⚫ 1980 年 スペイン（全国一律 MW） 








➢ MW の違反に対する制裁。 
⚫ 1970-80 年代 MW の普及が停滞。 
⚫ 1993 年 イギリスの賃金審議会が
廃止。 
 
⚫ 1990 年代 MW の普及が再度広が
る。 
⚫ 1990 年 イギリスで全国最低賃金
制度導入。 
⚫ 1994 年 中国 
⚫ 2013 年 マレーシア 
⚫ 2015 年 ラオス、ミャンマー 
Decent Work の観点から見る労働者保護を意図した賃金・所得に関する研究 
  － 27 － 




 第一に、労働者に支払われる賃金のうち、何を MW と捉えるのかという点である。ILO は、労働
者保護としての MW の重要性や、MW の権利としての法的拘束力については言及しているが、具体
的な賃金額や制度については示していない。これは、MW の在り方が各国の状況に依存することを踏
まえ、あくまで ILO は普遍的な見解のみを示しているからである。しかしながら、ILO は MW の概




きものであるとしている（ILO, 2018, p.10）。 
 第二に、MW を受け取る者が限定されているという点である。ILO は 131 号条約通じて、雇用形態
や性別、年齢、移民労働に関わらず、MW が全ての労働者を対象としていく必要がある（ILO, 2018, 
p. 32）ことを言及している。 




働く労働者も MW の受け取りがなされていないと言える。 
 上記二点の議論を踏まえ、MW を Decent Work の観点から考察すると、MW は労働者保護を意図
した賃金として発展してきてはいるものの、いくつかの点で不十分な点があると言える。例えば、
Decent Work の重要な戦略目標である Employment の観点から言えば、MW は雇用が維持されなけ
れば得ることができないものであり、また Social Protection の観点から言えば、MW は Work-Related
な領域に留まるものであると言える。ゆえに、Decent Work という包括的な概念から見れば、MW は
不十分であることが浮き彫りになり、そして、これは同時に ILO 憲章や「公正なグローバル化のため
の社会正義に関する ILO 宣言」の中で位置づけられる LW や BI といった概念の必要性を新たに示唆
している。   
 
6 ILO（2018）の『ILO’s Minimum Wage Policy Guide』では MW を多面的な観点から議論している。 
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2.2 Living Wage（LW） 
(1)  Living Wage（LW）の概説・歴史 
LW の議論は前述した通り、1919 年の ILO 憲章でも言及され、労働者保護を目的とする賃金とし
て MW よりも長い歴史を持つ。しかし、1894 年のニュージーランドの MW 導入を契機として、国際
的な労働者保護を意図する賃金の議論は、MW に焦点がシフトしていったと言える。にもかかわらず、
近年、増加するワーキングプアの問題や新自由主義市場による社会保障の減少、MW の不十分さを背
景として、再度労働者の生活を考慮した賃金として LW の議論が展開されている。 
LW の構想自体は、1770 年代まで遡ることができる。周（2017, p.87）によると、1776 年に出版
された Adam Smith の「国富論」では、すでに LW を支持するような考えが述べられていたとしてい
る。そして、1894 年のイギリス経済誌 The Economic Journal（Vol.4. No.14）には、LW に関する一
連の論文が記された。これらの LW の議論の芽生えは、産業革命に伴う激しい労働運動とともに発展
し、賃金が労働者保護を意味するものとして重要視されてきた歴史を示している。 
1990 年代以降には、学術的な展開のみならず、一部の国や地域で LW を促す運動が見られる。こ
れらの運動は、主に労組や市民団体、宗教団体が中心となって起こり、使用者に対し労働者の生活を
満たす賃金を求めるといった形で展開された。現在では LW を条例や法律として制度化する動きも見
られ、こうした LW の運動の代表的な例としては、アメリカやイギリスの例が挙げられる7。 
  
(2)  Living Wage（LW）に関する議論 
 LW が MW に代替する新たな労働者保護の賃金として、昨今に及び活発な議論が展開される中、こ
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といえる。つまり、労働者のスキル向上に伴う労働生産性の向上は使用者にとって良いことであり、
一方労働者も自らの Employability を向上させ、更なる高賃金労働の機会を得ることができる。 
 最後は、LW の導入が低賃金労働者の賃上げを促し、貧困削減をもたらす可能性があるという点で




護としての賃金に近づくことができる（周, 2017, p.78）。つまり、LW の導入は労働者の生計費に沿
った十分な賃金支払いを意味し、低賃金労働者の所得の底上げを行うことができる。その結果、彼ら
の消費活動が促進され、経済が活性化することにより、全体の貧困が削減される可能性がある。 
 一方、LW の導入が起こす弊害も考えられる。すなわち、LW の導入は雇用減少に繋がる可能性が
ある。LW の導入において、経済学の観点から最も懸念されるのが、雇用への影響であるが、現在そ
れにはいくつかの実証研究が進められている。代表的な研究としては、Adams and Neumark（2005, 
pp.177-202）がアメリカの低賃金労働者の賃金変化と就業確率（雇用量）の変化を調べた。彼らは LW
導入に失敗した 25 の自治体と、成功した約 100 の自治体を比較し、その結果、LW が 100％引き上
げられる場合（例えば、5 ドルの MW から 10 ドルの LW に変わる場合）、賃金分布の下位 10％層の
賃金が 4％増える一方、彼らの雇用確率が 12％低下することを明らかにした。 
以上では、LW 導入における効果と弊害について言及してきた。得られる効果としては、①労働力
の持続可能性を維持するために雇用主に責任を課すことや、②労働者の能力開発を促すこと、③十分
な生計費を支給することによる貧困削減が挙げられた。これらを Decent Work の観点から考察すれば、






る。ゆえに、こうした LW の不完全さを受け、新たな賃金を超える概念として Basic Income が挙げ
られる。  
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2.3 Basic Income（BI） 
(1)  Basic Income（BI）の概説と歴史 
 MW や LW の不十分さを受け、新たな労働者保護を意図する概念として Basic Income（以下 BI と
表記）が、長い年月を経て注目されている。BI の概念は 2008 年の「公正なグローバル化のための社
会正義に関する ILO 宣言」の中でも言及されており、年齢、性別等に関係なく全国民に一律で支給さ
れる所得という観点から、これまでの賃金とは異なり、Decent Work における Social Protection に
力点を置いたものの一つとして重要視されている。 




付を行うことの必要性が提案された。これは BI 構想の端緒と見ることができ、さらに 1795 年のスピ
ーナムランド制は BI 構想を実行に移した最初の制度と捉えることができる（小沢, 2004, p.20）。 
 19 世紀終盤になると、BI の具体化には至らないものの、貧困に対し、「救貧」から「防貧」への考
え方が強まることとなる。1878 年には、ドイツで世界初の社会保険制度であるビスマルクの三大保険
法が公布され、Social Protection が欧州各国に普及されるようになった。また、1848 年、ジョン・
スチュアート・ミルが著した「経済学原理」では、労働の可否に限らず最小限度の生産物の分配を行
うことで、労働生産性が高まることが示され、これは今日議論される BI に通ずる概念であると言え
る（須藤, 2016, p.3）。 
 20 世紀前半には、ケインズによって「有効需要論」が提唱され、1942 年にはウィリアム・ベヴァ
リッジによる「ベヴァリッジ報告」が発表された。「ベヴァリッジ報告」では、全ての国民に最低生活
を保障する Social Protection の必要性が示され、こうした考え方は、ケインズの「有効需要論」と連
携する形で発展していった。 
 1960 年代から 1970 年代にかけて、BI の議論が欧米などで注目されることとなる。1962 年には、
ミルトン・フリードマンが「負の所得税」という BI の実用性を考慮した提案を行った。米国では 1968
年から 1979 年にかけて、BI の実証試験が行われ、「勤労所得税額控除制度」と呼ばれる BI 的制度を
展開している。 
 しかし、1970 年代のオイルショックによる経済低迷や、1980 年代のサッチャリズム、レーガノミ
クスに見られる小さな政府への志向は、Social Protection の見直しや縮小を招くこととなった。その
結果、BI は無条件に支給されるものではなく、就労を条件とした「勤労所得税額控除制度」や「条件
付き現金給付制度」のような BI もどきの制度が導入されていった。 
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(2)  Basic Income（BI）に関する議論 
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 第二に、BI の導入は、人々の心理的側面に安定をもたらすが、それと同時に負の影響も与える可能






 以上を踏まえ、Decent Work の重要な戦略目標の観点から考察すれば、BI の導入は、労働に関わ
らず全ての人に給付されるという観点から、Social Protection が示す Work-Related な領域を超える
ものとして理想的である。また、人々に自由な労働の選択機会を与えるという点は、Employment に






りわけ「労働者保護の側面」に焦点を当て、ILO が提唱する Decent Work を参照点として考察を行
ってきた。さらに具体的な例として、現在の労働者保護を意図した賃金・所得制度と考えられる






いないということや、LW の雇用減少への影響、BI の財源の確保における問題は、Decent Work の重
要な戦略目標を果たす上では不十分であると言える。すなわち現状において、最も普及されている
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   【図表１】グループ法人税制の体系 
 
 
        
 
 















が平成 29 年 8 月に行った調査(連結納税制度を導入している会社数4)によると有価証券報告書を提
出している法人 2,672 社の中で連結納税制度を適用している法人は 17%程度となっており、売上高






  グループ法人単体課税制度の適用対象法人は完全支配関係(原則として、発行済み株式の全部を直 
 
4 新日本有限責任監査法人の HP、「第８回 連結納税制度」 
https://www.shinnihon.or.jp/corporate-accounting/commentary/presentation-of-financial-statements/2017-11-
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第３節 グループ法人税制の内容 
 
  グループ法人税制の内容は以下の６つの内容で構成されている。 
 
   ①「100%グループ内の法人間の資産の譲渡取引等に係る損益の繰延べ」 
   ②「100%グループ内法人間の寄附金についての損金・益金不算入」 
   ③「100%グループ内の内国法人間の現物配当(みなし配当を含む)について、 
     譲渡損益の計上は繰り延べる」 
   ④「100%グループ内の内国法人からの受取配当について全額益金不算入制度 
     を適用する場合には、負債利子控除を適用しない」 
   ⑤「100%グループ内の内国法人の株式を発行法人に対して譲渡等する場合、 
     その譲渡損益は計上しない」 
   ⑥「中小企業向けの特例措置(大法人の 100%子会社に対する適用制限)」 
     
(１)100%グループ内の法人間の資産の譲渡取引等に係る損益の繰延べ 
 








5 岡村忠生、「グループ法人課税制度は、なぜ必要か」(『税研』Vol.25 No.4、2010 年)、25 頁 
6 上西左大信『グループ法人税制の実務』(税務研究会出版局、2010 年)、11 頁。 
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当該制度の制定により、グループ法人内での経営資源の適正配置について、課税関係や税負担を考
慮することなく実行することが可能となる点でも良い改正であったと思う。 






することにより、その譲渡損益を繰り延べることとされた(法法 61 の 13①)。なお、先進諸外国の
グループ内取引の税務上の取扱いは図３の様になっており、譲渡損益の取扱いについて日本はイギ
リスと同様の制度となっていることが分かる。 
   図３ 
 譲渡損益の取扱い 譲渡損益の実現時期 
アメリカ 譲渡損のみ繰延べ グループ外譲渡時等 
イギリス 譲渡損益繰延べ グループ外譲渡時等 
フランス 繰延べなし(連結グループ内は繰延べ) (グループ外譲渡時等) 
ドイツ 繰延べなし － 
                           【出典:『税研』(Vol.25-No.4)32 頁】 
   
② 譲渡損益調整資産 
         
固定資産、土地(借地権等を含み、固定資産を除く。)、有価証券(売買有価証券を除く。)、金銭債


















基本通達 9-4-1,9-4-2 の支援損等との境界画定は従来以上に重要となってくる7」とした意見もある。 






  ・100%グループ内の内国法人間の現物分配(みなし配当を含む)に係る譲渡損益の繰延べ 
  ・100%グループ内の内国法人からの受取配当について全額益金不算入制度を適用する場合にお
ける負債利子控除の不適用 
  ・100%グループ内の内国法人の株式を発行法人に対して譲渡等に係る譲渡損益は計上不要 
 





  (イ）100%グループ内の内国法人間の現物分配(みなし配当を含む)に係る譲渡損益の  
     繰延べ(法法 62 条の 5 第 3 項) 







7 阿部泰久「グループ法人単体課税制度の導入と大企業への影響」(『税研』Vol25 No.4、2010 年)、33 頁。 
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  (ロ）100%グループ内の内国法人からの受取配当について全額益金不算入制度の適用を受ける 
場合における負債利子控除の不適用 


















  ・完全子法人株式等：受取配当等の額の全額 
  ・関連法人株式等：(受取配当等の額－負債利子の額) 
  ・その他の株式等：受取配当等の額×50％ 
  ・非支配目的株式等：受取配当等の額×20％ 








8 経済産業省・(注 1)、 5 頁。 
9 金子宏『租税法第二十二版』(弘文堂、2017 年)、431 頁。 
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ら、連結納税制度における連結子法人株式等に係る配当等の額についての取扱いと同様に、グルー
プ法人間の配当等の額については負債利子を控除しないこととされた。 
        
  (ハ）100%グループ内の内国法人の株式を発行法人に対して譲渡等に係る譲渡損益は計上不要 














    













10 朝長英樹「グループ法人税制の創設」（『税理』V0l.53 NO.3、2010 年)、 60 頁。 
11 諸星健司『グループ法人税制と申告調整実務』(税務研究会出版局、2010 年) 154 頁。 
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   ・法人税の軽減税率 
   ・特定同族会社の特別税率の不適用 
   ・貸倒引当金の法定繰入率 
   ・交際費等の損金不算入制度における定額控除制度 














平成 14 年制定から確認を行う。  
 
12 水野忠恒｢グループ法人税制の創設｣(『税務弘報』Vol.58 No.13、2010 年)、3 頁。 
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第 1 節 連結納税における譲渡損益調整税制の導入          

























第 3 章では昭和 59 年 6 月 29 日大阪高裁判決を考察しつつ、グループ法人税制導入によるメリッ
トを検証しようと思う。なお、同様の判決が他にないかの考察も行ったが、その中でも本判決が、




13 阿部泰隆・占部裕典『関連会社間の資産低額譲渡と課税問題(上)(下)』(税務弘報 Vol.34No.9) 147 頁。同 No.11 
116 頁。この判決について詳細な検討を行っている。 
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性を確認していく。 
 
第１節 昭和 59 年 6 月 29 日 大阪高裁判決の概要 
        
  (１)事案の概要(大阪公判昭 59.6.29・判時 1140 号 62 頁,Z136-537514) 







    甲社        乙社         丙社       C 社 
 
   
 
         
  (２)前提としての甲社の訴訟結果 









約 5 千万円 
欠損金 
約 3.5 億円 
1.8 億円 2.3 億円 6 億円(時価) 
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上記の甲社グループ間における土地売買取引に対して、税務当局(以下、｢Z」という)は、まず、
甲社に対して土地の時価相当額 6 億円と実際の乙社への売却額(約 1 億 8 千万円)との差額(約 4 億
2 千万円)を甲社から乙社に寄附したものとして寄附金の損金算入限度超過額(約 4 億 1 千万円)を
所得金額に加算するとした更正処分を行った。甲社は、この更正処分を不服として訴訟を提起した






                
  (３)本判決の事案の概要 
   
① 甲社、控訴人(乙社)、丙社は、いずれもその株主、役員の一部を同じくし、一の者が実質上
支配している会社であり、本事案の土地売却当時のグループ 3 社の代表取締役はいずれも
A であった。         







④ 乙社は、昭和 45 年 3 月、甲社からその所有土地を、約 1 億 8 千万円で買い受け、直ちにこ




の価額(約 2 億 3 千万円)で丙社に売却することが、甲社との売買契約の一内容となってい
 
15 評釈には、荻野豊・税通 34 巻 15 号 42 頁(1979)、碓井光明・ジュリ 716 号 117 頁(1980)、遠間茂哉・税通 38
巻 15 号 224 頁(1983)などがある 
16 最高裁昭和 57 年 3 月 9 日第三小法廷判決(税資 122 号 495 頁)は「所論の点に関する原審の認定判断は、原判決
挙示の証拠関係に照らし、正当として是認することができその過程に所論の違法はない。論旨は、ひつきよう、
採用することができない。」とだけ判示した。 
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た。仮に、乙社がこの転売契約を承諾しなければ、乙社は本件土地を買い受けることが出来
ないものであった。 
                                      
  (４)乙社に対する更正処分 
     
Z は、上記の乙社の丙社に対する土地売買取引に対して、低額譲渡として時価(約 6 億円)と実際





甲社、乙社間の土地売買契約では乙社から丙社 2 億 3 千万円で転売することが特約として定めら
れており、判決では次のように述べて乙社の主張を認めて更正処分を取り消した。 
 
「認定の事実によれば、乙社は本件土地の買い受けによって、転売を拘束された価額 2 億 3 千万
円相当額の収益を得、同時に買受価額約 1 億 8 千万円の原価を要したが、収益の額は右を上回るも
のではないというべきである。Z は時価 6 億円と右買受価額との差額 4 億 2 千万円が、乙社が甲社
より実質的に贈与を受けた額(法人税法 37 条 6 項※当時の条文番号。現行の 7 項に相当。以下同
じ)」であると主張する。しかし、右にいう時価は何の特約もない場合の時価であるところ、右主張
は右売買契約に前記のような転売契約があることを無視しているから、採用することが出来ない。」
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算入されない(法人税法 37 条 6 項)ことになるから、Z の主張のように租税回避が意のままになると





    
 第３節 問題点 
       
(１)所得移転行為に対する課税の問題点 
   
日本の法人税制では、グループ法人税制導入以前は、関係会社グループ間取引における所得の移
転等や租税回避行為に対して、法人税法 22 条 2 項の無償取引に対する課税と寄附金課税のパター
ンであった。 













             
 第４節 グループ法人税制適用の効果 
           
上記事例に関してグループ法人税制を適用した場合、完全支配関係にある法人間における寄附金
 
17 増井良啓『結合企業課税の理論』(東京大学出版会、2002 年)、34 頁。 
18 金子・前掲書(注 9）、322 頁。 
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「関係会社間取引における所得移転や租税回避取引に対して、日本の法人税は、法人税法 22 条 2
項、寄附金課税のセットで対処するのが伝統的な手法であった。そうした中、平成 22 年度税制改
正においてグループ法人税制が導入され、完全支配関係にある法人間での所得移転を防止するとと
























19 朝長・前掲書(注 10)、54 頁。 
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グループ内の寄附金についても、トータルとして課税関係を生じさせないこととするものである。」
と述べている。 
   









 第３節 親会社の子会社等に対する支援損の取り扱い 
 
(１)法人税法基本通達 9-4-1、9-4-2 





















 吉村祥人「グループ法人税制を活用した新組織再編」(『税経通信』Vol.65 No.6) 88 頁 
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前述したように 9-4-1 及び 9-4-2 通達における経済的利益の供与の取扱いに該当するのであれば、
4-2-5 通達がいうように、その利益供与に対してはグループ法人税制の適用がないことになる。し
かし、子会社等に対する支援損について、「寄附金の額に該当しない」ことを法令から読み解くこと




平成 26 年 1 月 6 日に「グループ法人外し」といった裁決事例がうまれた。このグループ法人外
しは意図的な第三者割当により行われたものであり、この第三者割当増資は法人税法 132 条 1 項に
該当し、請求人が主張していた内容は認められず、結果、グループ法人税制が適用される更正内容
になった。 





21 小池正明「親会社の子会社に対する支援損との関係」(『税務弘報』Vol.59 No.1、2011 年) 、38 頁。 
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第１節 グループ法人税制外し裁決事例の考察 
         






   
(１)裁決事例(2016 年 1 月 6 日裁決 TAINS コード F0-2-629)の概要 







から、同族会社に係る行為又は計算の否認規定である法人税法 132 条 1 項を適用し、本件第三者割
当増資自体を否認し、グループ法人税制の適用により、請求人が計上していた固定資産売却損の計
上を否認する結果となっている。 





従業員数約 1,000 人という規模を有していた。 
請求人 A 社と完全支配関係にあった B 社とは図１の関係にあった。 
 
 
22 「グループ法人税制外し」『T&Amaster No.663、2016 年』、7 頁。 
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    〔出典〕T&Amaster No.668(2016 年 11 月 28 日) 4 頁 
 
すなわち、A 社と B 社の間には、「一の者及びこれと特殊関係にある個人が、法人の発行済株式
との全部を直接又は間接に保有する関係がある法人相互の関係」(法法 2 条 12 号 7 の 6、法令 4 条
の 2②)があったことになる。 
その後、請求人 A 社は平成 22 年 12 月 27 日に、A 社の従業員で総務経理部長の地位にあった者
に対し、取得条件付株式 20,000 株の第三者割当増資を行った。総務経理部長は代表取締役 a の間
に「特殊な関係はなかった」ことから、この第三者割当増資の結果、A 社と B 社の間の完全支配関
係は消滅していると判断していた。 
A 社と B 社の間に完全支配関係がなくなった後、請求人 A 社は、平成 23 年 9 月期、24 年 9 月
期、25 年 9 月期において、A 社が有する不動産(法法 61 条の 13①に規定する譲渡損益調整資産に
該当)を B 社に譲渡し、各期において固定資産売却損を計上した(なお、各期において売却した不動
産はそれぞれの期において複数あり、平成 23 年 9 月期と 24 年 9 月期においては譲渡益が出たもの
もあったが、譲渡損が出たものと通算すると、各期とも損失が発生している)。これに対し税務当局
は、平成 26 年 9 月 29 日付で更正処分を打ち、法人税法 132 条 1 項(同族会社の行為又は計算の否
認)を適用して総務経理部長に対する第三者割当増資を否認、A 社と B 社の間には完全支配関係が
あるとした。そのうえで、グループ法人税制に係る法人税法 61 条 13 第 1 項を適用し、平成 23 年
9 月期～25 年 9 月期の 3 期において計上された固定資産売却損の損金算入を否認している。 
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〔出典〕T&Amaster No.668(2016 年 11 月 28 日) 5 頁 
 
本裁決では法人税法 132 条 1 項による否認の対象となった総務経理部長に対する「第三者割当増













            
第２節 本裁決事例の疑問点 
        
第１節で確認をしたグループ法人税外しと見られる事案が発生し、国税当局においては、本件内
において行われた第三者割当増資が法人税の負担を不当に減少させる結果になると認められると認
定し、グループ法人税制に係る法人税法 61 条の 13 第 1 項を適用することとし、計上されていた固
定資産売却損の損金算入を否認する結果となった。しかし、ここで今回の裁決事例を通じて考えな
ければないないのは、100%支配関係を意図的に解除し、グループ法人税制に係る法人税法 61 条の
13 第 1 項の適用を免れたうえで、固定資産売却損の計上を行っていたと税務当局が判断し、結果、
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23 平成 28 年 1 月 6 日大裁(法) 平 27 第 34 号。TAINS コード F0-2-629. 
24 関根稔・白井一馬『立法趣旨で読み解く組織再編税制・グループ法人税制』(中央経済社、2017 年)、38 頁。 
25 藤曲武美『法人税における寄附金税制』(税研 Vol.32 No.3、2016 年)、49 頁。 
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26 朝長ほか｢グループ法人税制の論点と実務対応｣『詳解 グループ法人税制』(法令出版、2011 年)、609 頁。 
27 岡村・前掲書(注 5)、29 頁。 
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地時代に人種間分業と分割統治を実施した経済格差の問題に起因している。それゆえ、1969年 5 月 13















1 佐藤寛 1994,「マレーシアの開発戦略転換ー『脱ブミプトラ政策』の形成過程ー」,『アジア経済』XXXV–9，52 頁 
2 ブミプトラとは「土地の子」を意味し、具体的にはマレー人や土着の少数民族であり、イスラーム教を信仰する
人を指す。しかし、イスラーム教の信徒でも、インド系や中華系であればこのブミプトラ優遇政策を享受できない。 
3 英語でもマレー語でも本来 Bumiputera Policyもしくは Polisi Bumiputera というが、日本における多くの先行
研究では「ブミプトラ優遇政策」との訳語が用いられており、本稿でも便宜的にこの用語を使用する。ただし引用
部に関してはその限りでない。 
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教育を分けて実施する意味はどこにあるのかという疑問が生じる。さらに、中学校 1 年生から 5 年生










6 Aroff, Abd. Rahman Md.(1983),“The Development of Moral Education in Malaysia”,『The British Library』 
マレーシアのモラル教育に関する歴史社会学的研究 
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 マレーシアのモラル教育は 1983年から正式に全国の小学校で実施された。  




















2. モラル教育のカリキュラム  
 1983年にモラル教育の実施とともにマレーシアは新しい教育の方向性を定め、学校に新しいカリキ
ュラムを導入した。 
 中等教育では、1988年に「中学校統合カリキュラム（Kurikulum Bersepadu Sekolah Menengah: KBSM）」
が開始された。これにしたがい、中学校では 1988 年から 2017 年まで同カリキュラムを実施する。そ
して、2017年からは新たな中学校標準カリキュラム（Kurikulum Standard Sekolah Menengah: KSSM）」
を全国で導入した。 
 旧カリキュラムの KBSM は批判的・創造的精神の習得のために、読み、書き、算数（3M）8を重視す
る。各教科は以下の三つの主要な様式に基づいてカリキュラムを作成した。それは「コミュニケーシ
ョン能力」「人間と環境」「自己開発」である。  
 新カリキュラムの KSSM は明確に創造とイノベーション、起業者や情報技術とコミュニケーション

















8 3M のマレー語は Membaca（読む）, Menulis（書く）, Mengira（算数）である。 
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の 16項目から 36項目にまで増加したことがわかる。 





























を信じ、神の言うことに耳を傾けなければならないということも教えられている。   
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2. 寛容性  
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3. 愛国心  
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章 1 年生 3 年生 ５年生 
1 
Keunikan alam ciptaan tuhan 
神の創造物の唯一性 
Alam harmoni manusia sejahtera 
調和の環境は人間の繁栄をもたらす 
Buat baik dibalas baik 
善意を尽くすと報酬を得る 
2 
Amanah kunci kehidupan 
生活の鍵は信頼だ 
Pekerja beretika Negara gemilang 
道徳的な労働者は国家を輝かす 
Hindari rasuah, rakyat bertuah 
賄賂を避ける、国民は幸せだ 
3 
Kenali diri anda 
自己認識 
Harga diriku maruah hidupku 
自分を大切にすることは生命の尊厳を守る 
Maruah dijaga diri terpelihara 
自分の尊厳は自分で守る 
4 





Perancangan teliti menjamin kejayaan 
詳細な計画は成功を保つ 
5 
Berbudi bahasa amalan hidup 
masyarakat kita 
親切を我らの社会に実践 
Amalan berbudi hidup sejahtera 
礼儀正しい実践は生活の繁栄だ 
Harimau mati meninggalkan belang, 




Toleransi teras keamanan 
寛容性は平和の土台だ 
Toleransi kunci kedamaian 
寛容性は平和の鍵だ 




Berdikari memupuk keyakinan diri 
自立は自信をもたらす 
Berdikari tangga kejayaan 
自立は成功への階段だ 
Rakyat berdikari Negara cemerlang 
国民が自立すれば国家は立派になる 
8 
Hendak seribu daya 
何倍も力を取り込むべきだ 
Kerajinan penentu kejayaan 
勤勉は成功を決める 
Kerajinan membawa kejayaan 
勤勉は成功をもたらす 
9 
Kasih saying penenang nurani 
愛は怒りを安定させる 
Hidup bermakna tanpa AIDS 
有意義な生活はエイズをなくことだ 




Keadilan asas keharmonian keluarga 
家族の調和は公平による 









Bijak bertindak menjamin kesejahteraan 
賢く行動は繁栄を確保する 




Bersederhana amalan mulia 
中庸は立派な実践だ 
Berhemat dalam perbelanjaan 
買い物に節約する 









Kasih sayang teras keluarga bahagia 
家族の幸福は愛だ 
Kasih dicurah asuhan ditaati 
愛を溢れる、しつけを遵守する 





Prinsip kekeluargaan asas keharmonian 
調和の基盤は家族の信念だ 
Asuhan baik keluarga harmoni 
しつけが正しい、家族が調和 
15 
Tradisi warisan keluarga 
家族の伝統を継続する 
Amalan adat warisan keluarga 
家族の伝統的な風習を実践する 
Tradisi diamal, warisan dikekal 
伝統を実践し、伝統を維持する 
16 
Tanggungjawab hidup berkeluarga 
責任は家族を調和する 
Maruah keluarga impian bersama 
家族の尊厳は皆の理想だ 












































Hargai alam warisan kita 
我らの自然を大切にする 
Pemeliharaan alam sekitar 
tanggungjawab bersama 
自然環境を守ることは皆の責任だ 
Manusia menyelamat alam 
人間が自然を救う 
18 




Udara bersih hidup selesa 
清潔な空気は快適な生活へ 
Bijaksana mengurus alam 
知恵で自然を管理する 
19 
Hutan nadi kehidupan 
森林は生物の脈だ 









Prihatin terhadap isu alam sekitar  
自然環境問題に関心を持つ 
Masyarakat prihatin alam terpelihara 
社会に関心をもつことは自然を保護する 
Pengurusan yang bijak menjamin 







Kenali Negara dan cintai Negara 
国を知り、国を愛する 
Khazanah Negara warisan bersama 
国家の宝は皆で継承する 




Identiti Negara kebangsaan kita 
国家のアイデンティティは我らの国
籍だ 
Rukun Negara asas kesetiaan 
国家原則は忠誠心の基盤だ 




Berkorban untuk Negara 
国のために犠牲をはらう 
Berkorban demi kemajuan Negara 
国家の発展のために犠牲する 












Pendidikan membentuk keperibadian 
mulia 
教育は立派な個人を育てる 




Hak sama rata bagi wanita 
女性に平等の権利を与える 
Wanita insane istimewa 
女性は特別な人間性を持っている 
Wanita pemangkin pembangunan negara 
女性は国家発展の推進者だ 
26 
Kebajikan pekerja terbela 
労働者の社会福祉に注意をはらう 








Hormatilah golongan kurang upaya 
障害者を尊重する 
Kecacatan bukan penghalang 
障害は妨げない 





Pengguna bijaksana hak terbela 
賢い消費者は守られる 








Peraturan asas disiplin 
紀律に基づいた規則 
Mematuhi undang-undang asas 
kesejahteraan 
法律を守ることは繁栄の基盤だ 




Hak bersuara ada sempadan 
言論自由は制限がある 
Berfikir sebelum bersuara 
発言する前によく考慮する 
Media massa penyalur idea 
マスコミは考えを伝達する 
31 




Pendidikan agama menjana 
kesejahteraan Negara 
宗教教育は国家の繁栄を生み出す 




Bersama menjayakan aktiviti 
sekolah  
皆で学校の活動を成功させる 
Penglibatan diri dalam pembangunan 
Negara tanggungjawab bersama 
国家発展に関与することは我らの責任だ 




Sikap terbuka membina keyakinan 
diri 
心が広い性格は自信を持たせる 
Sikap keterbukaan membentuk hubungan 
harmonis 
広い心は和やかな関係を作る 
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Perpaduan teras keharmonian 
団結は調和の土台だ 
Diplomasi menjana keamanan 
外交は平和を生み出す 





Rakyat muafakat Negara Berjaya 
国民統一は国家の成功だ 
Bekerjasama tonggak kemakmuran 
協力は繁栄の柱だ 
36 
Keamanan sejagat tanggungjawab 
bersama 
世界平和は皆の責任だ 
Hormat-menghormati membawa berkat 
相互尊重は感謝をもたらす 
Hubungan dijalin, kemesraan dinikmati 
関係を結べば、親密さを享受できる 
 











 第二節 ジャポニズムの終末 
 
第二章 「クール・ジャパン」 
 第一節 「クール・ジャパン」の由来 
 第二節 「クール・ジャパン」の定義 
 第三節 マレーシアジャパンモール 
 
第三章 中国で展開された「クール・ジャパン」 
 第一節 世界に影響を与える日本アニメ熱 
 第二節 サブカルチャーの形成 
 第三節 インターネット時代のサブカルチャー 
 
第四章 中国における日本文化の発信者－「字幕組」 
 第一節 字幕組の誕生 
 第二節 字幕組の構成 
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 「クール・ジャパン」という言葉は、2002 年に『Foreign Policy』130 号に掲載されたアメリカ人
記者ダグラス・マッグレイ（Douglas McGray）の論文「Japan’s gross national cool」で初めて登
場した。 




















 本紀要では 19 世紀の「ジャポニズム」から始まり、日本政府の考える「クール・ジャパン」とそれ
に関連する政策について中国留学生筆者の目から評価したい。そして、筆者自分の経験を基づき、「字
 
1 内閣府「クールジャパン戦略について」知的財産戦略推進事務局、2018 年 10 月、1 ページ。 
2 ダグラス・マッグレイ（神山京子訳）「ナショナル・クールという新たな国力 世界を闊歩する日本のカッコよ
さ」、『中央公論』2003 年 5 月号。 
3 「新成長戦略」について、2010 年 6 月閣議決定。 
4 前掲「クールジャパン戦略について」1 ベージ。 
越境する文化から見る「クール・ジャパン」 
－ 101 － 
幕組」（「字幕付けの組織」）を紹介したい。 






























5 宮崎克己「西洋人を心酔させた 19 世紀の「日本ブーム」＝ジャポニスムとは何か」現代ビジネス、2018 年 12
月 19 日、https://gendai.ismedia.jp/articles/-/58988 
6  原文「un nouveau champ  d'étude artistique , historique et ethnographique」 
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ションを作り、持ち帰ったことも重要である。 
 1878 年のパリ万国博覧会では“ビング・コレクション”としてドイツ商人サミュエル・ビング（Samuel 
Bing）の日本美術品を展示し、注目を浴びた。ビングは日本美術，日本文化を紹介する論文と多数の
図版を収めた日本美術の専門雑誌『芸術的な日本（Le Japon Artistique）』を刊行している。 
 1895 年、ビングはパリの店を全面的改装し、「アート・ヌーヴォー（フランス語: Art nouveau）」



























7 宮崎克己『ジャポニスム 流行としての「日本」』講談社、2018 年 12 月、kindle 版 846/2759。 
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8 前掲『ジャポニスム 流行としての「日本」』2496/2759。 
9 前掲『ジャポニスム 流行としての「日本」』2510/2759。 
10 前掲『ジャポニスム 流行としての「日本」』2520/2759。 
創価大学大学院紀要・第 41 集・2020 年 2 月 

































11 三原龍太郎『クール・ジャパンはなぜ嫌われるのか 「熱狂」と「冷笑」を超えて』中央公論新社、2014 年 4
月、102 ページ。 
越境する文化から見る「クール・ジャパン」 




 2005 年から、NHK 衛星放送テレビジョンでバラエティ番組『COOL JAPAN〜発掘!かっこいいニッポン
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につなげるブランド戦略。」13 






























13 前掲『クールジャパン戦略について』1 ページ。 
14 経済産業省・サービスグループ『クールジャパン政策について』クールジャパン政策課、2018 年 11 月、1 ペー
ジ。 
15 鴻上尚史『クール・ジャパン！？外国人が見たニッポン』講談社、2015 年 4 月、222 ページ。 
越境する文化から見る「クール・ジャパン」 
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 2018 年 1 月の『中国インターネット発展状況統計』中国でのインターネット利用者－「網民」（過
去 6 ヶ月間にインターネットを利用した 6 歳以上の中国人居住者）は約 8.02 億人である。インターネ
ット利用者の年齢構成は、10-39 歳が全体の 70.8%を占め、このうち 20-29 歳が最も多い 27.9%となっ
 
17  原文「which passively accepted commercially provided styles and meanings, and a 'subculture' which 
actively sought a minority style ... and interpreted it in accordance with subversive values」Middleton 
1990. 
越境する文化から見る「クール・ジャパン」 
－ 109 － 































18 中国互联网络信息中心、第 42 回「中国互联网络发展统计报告」2018 年 7 月。 
19 馬中紅「国内网络青年亚文化研究现状及反思」青年探究、2011 年。 
20 李凌鹏 「ACG 时代的动画影像形态研究」南京航空航天大学、2012 年。 
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放送まで 3 年間をかかった。これに対して、2005 年、ドラマ「プリズン・ブレイク」（Prison Break）
 
21 伊藤瑞子『制作者 vs 消費者のあくなきせめぎ合い ファンサブ文化にみる「ハイブリッドモデル」』（辻泉な
ど『オタク的想像力のリミット〈歴史・空間・交流から問う〉』宮台真司監修、筑摩書房、2014 年 3 月、287 ペー
ジ。） 
22 余冰珺「字幕组在跨文化传播中的角色分析」『今传媒』、陕西人民出版社、2012 年第 10 期、139－140 頁。 
越境する文化から見る「クール・ジャパン」 






























23 前掲「字幕组在跨文化传播中的角色分析」140 頁。 
24 前掲『制作者 vs 消費者のあくなきせめぎ合い ファンサブ文化にみる「ハイブリッドモデル」』、304－305 ペ
ージ。 
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ド所属の会社－ichikara は 2019 年 4 月 16 日から bilibili で「NIJISANJI 二次創作準則 1.0」26を発
表した。「贝尔蒙德班德拉斯搬运」は「NIJISANJI 二次創作準則 1.0」を守って、活動している。普段














－ 113 － 
ネルであるが、実際に字幕組のメンバーたちが仕事する場所は別である。「贝尔蒙德班德拉斯搬运」
のアカウントは複数の人を持っている。以下、「贝尔蒙德班德拉斯搬运」の全様を見るために、テン
セント QQ を紹介したい。 
 「テンセント QQ（中国語: 騰訊 QQ 英語: Tencent QQ）は、インスタントメッセンジャー (IM) ソ
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 2019 年 8 月 9 日、ベルモンド･バンデラスと宇志海いちごは、「両方のチャンネル登録者数は 10 万
人突破するため、ダブル 10 万人ファロー記念配信を 10 日に開催する」のことを twitter で発表した。
具体的には、21 時から宇志海いちごのチャンネルでⅠ時間配信する。そして、22 時からベルモンド･
バンデラスのチャンネルで 2 時間配信する。合わせてベルモンドに関係ある配信は 3 時間がある。情
報を得る時、普段 twitter の翻訳担当の人は情報を中国語で翻訳し、bilibili で転載する。当時に、
メンバーたちは組長「茶杯」を連絡する。「茶杯」は大体の事情を把握した後は、メンバーたちと相




















S ストロベル 0～20        Pan.Baidu 
S ストロベル 20～40        Pan.Baidu 
S ストロベル 40～60        Pan.Baidu 
注：①「ストロベリル」はベルモンド･バンデラスと宇志海いちごの二人で配信用ハッシュタグである、











め、合わせて 3 時間の二次校正を担当する。筆者は一部分の一次校正を担当した。 
 8 月 15 日、宇志海いちごチャンネルの中国語字幕付けの 1 時間の配信アーカイブ「Yo！Strawbell
越境する文化から見る「クール・ジャパン」 
－ 115 － 
莓铃共同 10 万订阅纪念！一起吃蛋糕、聊天和切棉花糖～」を bilibili で公開した。8 月 16 日、ベル
モンド･バンデラスチャンネルの中国語字幕付けの 2 時間の配信アーカイブ「【贝尔蒙德】【莓铃】吃
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 最近、VTuber 文化は bilibili で流行している。そのため、VTuber のベルモンド･バンデラス本人も





















28 前掲『制作者 vs 消費者のあくなきせめぎ合い ファンサブ文化にみる「ハイブリッドモデル』、287-288 ペー
ジ。 
越境する文化から見る「クール・ジャパン」 
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強化を目指しての正統性の再構築                     
  第 1節 ポスト文化大革命期における中国共産党の正統性 
第 2節 国民政府の「反共」道統論 
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指導体制のもと、78年に改革開放政策（中国国内体制の改革および対外開放政策）が開始された。 
その時代の中で儒教は再び国家公認となった。その始まりは 1986 年に開始された儒学研究プロジ
ェクトである。1986 年 10 月 29 日から 11 月 4 日まで北京で開催された全国哲学社会科学「七五（第



























1 本論文では新啓蒙運動と市場経済への移行期であったという 2 つの意味の上から、「1980 年代」という語義を
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「現代新儒学」の概念 
 















そして 1987 年 9 月に安徽省宣州市で行われた第一回「現代新儒家思潮」学術討論会において、現











3 方克立によれば、「当代」とは 1949 年中華人民共和国建国後から現在までの期間である。「当代新儒家」と呼
称する際、第一世代の新儒家を含むこともあるが、主に 1950 年代以降の香港・台湾の新儒家を際立たせる際に用
いる。 
4 方克立『现代新儒学与中国现代化』长春出版社、2008 年、12 頁。 
5 前掲、福島仁「現代新儒家思想研究の問題点―新理学研究序説」『国際交流研究：国際交流学部紀要』フェリ
ス女学院大学、1999 年 3 月、22 頁。 
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6 中村俊也『新儒家論―杜維明研究』亜紀書房、1996 年 5 月 25 日、3 頁。 
7 佐々充昭「東アジア近代における孔教運動の展開 : 康有為と朝鮮人儒学者との交流を中心に」『立命館文學』




























『新事訓』（1940 年）『新原人』（1943 年）『新原道』（1945 年）、そして戦後に『新知言』
（1946年）を出版した。これら 6冊の著作は「新理学」体系を構築し、儒家の「道統」を宣揚した。




 以上は第一世代の現代新儒家の代表的な出来事である。第二世代の代表的な出来事は 1958 年に第
 
9 梁漱溟『东西文化及其哲学』北京：商务印书馆、1999 年（修訂版）、204 頁。 
10 前掲、土屋昌明『東アジア社会における儒教の変容』、244－262 頁。 
11 陈仕儒『儒学简史』贵州人民出版社、2012 年 4 月、174-178 頁。 
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13 最初は 1958 年元旦号の『民主評論』と『再生』に掲載された。副題が「我々が中国の学術研究と中国文化及び
世界文化の前途に対する共同認識」（『我們對中國學術研究及中國文化與世界文化前途之共同認識』） 
14 方克立『现代新儒学与中国现代化』长春出版社、2008 年 1 月、13 頁。 
15 原载:香港『中报月刊』第 76-80 期、1986 年 5-10 月。 
16 原载:香港『明报月刊』第 21 卷第 1、2、3 期、1986 年 1-3 月。 
17 杜维明著、岳华编『儒家传统的现代意义:杜维明新儒学论著辑要』中国广播电视出版社、1992 年 5 月、2-3 頁。 
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中華人民共和国成立までの 30 年間は現代新儒学の発展史において第一段階である。50 年代初頭から







21 杜維明『創造的轉化―批判繼承儒家傳統的難題』『中報月刊』1987 年 5-9 號。 
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む風波）』を現代新儒学の発展史における第二段階の終結を象徴する 30 年間である。80 年代に始め
られた第三段階は今になっても 10年しか経過しておらず、まだ発展の過程にある22。」 
 本論では 1980 年代中国政府の視点を取るため、「現代新儒家思潮研究」の責任者である方克立の
現代新儒家思潮に対する時代区分を基調としている。 
 
第 3 節「現代新儒家思潮研究」国家プロジェクト 
（1） 成立 
1986 年 9 月に中国共産党第 12 回中央委員会第 6 次全体会議で「中共中央社会主義精神文明建設に
関する指導方針の決議（中共中央関与社会主義精神文明建設指導方針的決議）」が決定され、研究に
おける「百家争鳴」の方針が提示された。1986 年 10 月 29 日から 11 月 4 日まで北京において開催さ
れた全国哲学社会科学第 7 次 5 ヵ年計画決議会議で「現代新儒家思潮研究」が国家重点研究課題とさ
れた。現代新儒家研究が正式に中国共産党に認められたことを意味する。南開大学の方克立、中山大
学の李錦全を責任者とし、16 の研究組織と 47 名の研究者が参加してグループを構成し新儒家研究が
すすめられることとなった。1987年 9月に安徽省・宣州で第一回「現代新儒家思潮」学術討論会が行
われ、中国本土における現代新儒家の定義、範囲、思想的特性、現代新儒家思潮が発生した原因、歴
史的発展の段階、歴史的位置と評価、これからの研究方向が議論された23。1990年 12月 13日から 15
日にかけて広州で「現代新儒学与当代中国学術討論会」が開催された。そこで現代新儒学思潮研究の
現状、現代新儒学と当代中国文化建設、現代新儒学の中国文化における地位について議論された24。






れたのは 1985 年からであった。1985 年 5 月に、中国近現代哲学討論会26が広州で開催された。福島
仁はその討論会で議論された現代新儒家に関する内容を次のように明快な分析を行った。「特徴とし
 
22 方克立、李錦全主編『現代新儒家学案』中国社会科学出版社、1995 年、3-4 頁。 
23 前掲、福島仁「現代新儒家思想研究の問題点―新理学研究序説」、22 頁。李宗桂「“現代新儒家思潮研究”的
由来和宣州会議的争鳴」、『現代新儒学研究論集（一）』332-340 頁。顧偉康「深入開展対現代新儒家的研究
―“現代新儒家思潮研究”学術討論会記要」、『上海社会科学』1987 年第 11 期、79-80 頁。 
24中国社会科学院哲学研究所编『中国哲学年鉴 1991』中国大百科全書出版社、1992 年、275 頁。 
25中国社会科学院哲学研究所编『中国哲学年鉴 1993』中国大百科全書出版社、1994 年、287 頁。 
26 その前に中国論壇雑誌社主催の「当代新儒家与中国現代化」座談会が 1982 年 8 月 1 日に台北で開催された。
座談会では、李亦園、韋政通が司会で、余英時、劉述先、張灝、林毓生、金耀基などが発言し、現代新儒家の定
義、範囲、意義などが議論された。これが一般的に現代新儒学思潮研究の始まりだとみなされている。 
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に中国人民共和国建国の 1949 年以後の 20 年間、台湾が国連で合法的地位を占めた。その間、台湾国
民党政府が「道統論」を打ち出し、台湾が中華文化の正当な継承者であることを主張し、国際社会に











27 前掲、福島仁「現代新儒家思想研究の問題点―新理学研究序説」、25－26 頁。 
28 例えば、杜維明、劉述先、余英時などが挙げられる。 
29 前掲、方克立『现代新儒学与中国现代化』长春出版社、2008 年、13 頁。 
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号、2012 年夏季号、178 頁。 
31 佐々木智弘「序章 一党支配の正統性と『調和社会』の構築」『中国「調和社会」構築の現段階（現代中国分





33 毛里和子『現代中国政治』名古屋大学出版会、2004 年、245 頁。 
34 高原明生『比較の中の中国政治』早稲田大学出版部、42 頁。 
35 加藤嘉一『中国民主化研究』ダイヤモンド社、2015 年 7 月 30 日、70－71 頁。 
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第 2 節 国民政府の「反共」道統論 
アヘン戦争以来、中国はヨーロッパ列強のアジア進出、その後の日中戦争と諸外国による植民地






の統一国家であることが理解できる。しかし、実際に中国人民共和国建国年の 1949 年以後の 20 年間、









した文化大革命の中華文化への破壊に対抗することを目的に、孫文生誕 100 周年を記念する 1966 年










中国分析シリーズ 5）』、3 頁。 
37 台湾文化部ホームページ http://nrch.culture.tw/twpedia.aspx?id=3968（2018年 6 月 18 日閲覧） 
38 台湾中華文化総会 https://www.gacc.org.tw/（2018 年 6 月 15 日閲覧）。 
39一般大衆がわかるように文字が理解しやすくされ、大量の古典が整理され、大量に印刷・出版された。（陳鐵
健、黃鐵炫『蔣介石與中國文化』、中華書局、1992 年 4 月、175 頁） 
40 李松林『蔣介石的台灣時代』風雲時代出版、1993 年、230 頁。 
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41 中国文化大学中華百科全書 http://ap6.pccu.edu.tw/encyclopedia/data.asp?id=230&nowpage=7 （2018 年 12
月 3 日閲覧） 
42 中華文化復興運動の内容として⑴教育改革、⑵学術整理、⑶文芸研究、⑷国民生活への支援、⑸中西文化の融
合。この 5 つの実践はすべて中華民族文化の体現であるとされた。 
43 前掲、陳鉄健・黄鉄炫『蒋介石与中国文化』、122 頁。 
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第 3 節 中華文化の継承者としての現代新儒家 





1920 年代から 40 年代にかけて「新心学」を唱導した現代新儒家の賀麟は、陸王の「心学」を西側の
新ヘーゲル主義と融合させ、主観的唯心論体系を構築した。彼は儒家思想を「中国の正統思想」と称






















44 同書、524 頁。 
45 前掲、『哲学大辞典・中国哲学史卷』、118-119 頁。 
46 前掲、『哲学大辞典・中国哲学史卷』、675 頁。 
47 前掲、『中国儒学辞典』、523 頁。 
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以上の 2 つの中国辞書により、1980 年代中国は基本的に現代新儒家を「道統」の継承者であると
考えることがわかる。そして「現代新儒家思潮研究」の関係者は同じ見解を持っていたのか。 
1987 年 9 月に安徽省宣州市で行われた第一回「現代新儒家思潮」学術討論会において現代新儒家
の定義が討論された。その中で西方文化と伝統文化とを結び付けて近代化を図ろうとした思想家とす



























48 前掲、福島仁「現代新儒家思想研究の問題点―新理学研究序説」、22 頁。 
49 前掲、李梁「中国新儒学研究与学术思潮的变迁（中国における新儒学研究と学術思潮の変遷）」『中国の現代
化の行方』、115 頁。 
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共産党は 1980 年代に現代新儒学に注目するようになった。  
1980 年代中国政府と現代新儒学研究 
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まとめ 
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 Research of University Students’ Adaptation  
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文学研究科教育学専攻博士前期課程修了 
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おり、日本でも松村（1991）によって日本人向けの不合理な信念の測定尺度（Japanese Irrational Belief 







































所要時間は 15 分である。324 名の回答を得て、記入漏れの回答を除いた結果、有効回答数は 285 名で
有効回答率は 87.96%であった。 
 ただ、研究Ⅱで必要な協力者が十分に得られなかったため、追加で調査を行った。追加の調査では、
86 名の回答を得て、記入漏れの回答を除いた結果、有効回答数は 83 名で有効回答率は 96.51%であっ
た。全て合わせて、410 名の回答を得て、記入漏れの回答を除いた結果、有効回答数は 368（男性 157
名、女性 211 名）となり、有効回答率は 89.76％であった。 
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 W.K.Zung の原著で、福田・小林（1983）によって日本版に標準化されている。全 20 項目で、各項





ⅰ. 過剰適応、不合理な信念には相関関係があるのではないか。  
大学生の適応の研究 
－ 145 － 
ⅱ. 過剰適応が高く、かつ不合理な信念も高いほど抑うつが高いのではないか。 









表 1 各尺度および因子の記述統計量    
n=368 最小値 最大値 平均値 標準 偏差 
過剰適応得点 62 150 105.84 14.85 
自己抑制 7 35 20.43 5.81 
人からよく思われたい欲求 10 35 26.91 4.93 
他者配慮 16 35 26.40 3.90 
期待に沿う努力 7 30 18.71 4.74 
自己不全感 4 20 13.39 3.68 
不合理な信念得点 27 87 61.99 9.29 
自己期待 4 20 10.73 3.33 
依存 4 20 12.22 3.27 
倫理的非難 4 20 14.14 2.93 
問題回避 4 20 11.00 2.98 
無力感 4 20 13.89 2.99 
抑うつ得点 24 67 42.33 7.35 
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表 2 過剰適応、不合理な信念及び抑うつの相関 
 過剰適応得点 不合理な信念得点 抑うつ得点 
過剰適応得点 ― 0.467*** 0.412*** 
不合理な信念得点  ― 0.272*** 
抑うつ得点   ― 







表 3 過剰適応の下位尺度と不合理な信念の下位尺度 
 





  不合理な信念 
  自己期待 依存 倫理的非難 問題回避 無力感 
自己抑制 0.140** 0.100 0.005 0.408*** 0.163** 
人からよく思われたい欲求 0.271*** 0.253*** 0.188*** 0.172** 0.225*** 
他者配慮 0.279*** -0.035 0.053 -0.024 -0.035 
期待に沿う努力 0.566*** 0.229*** 0.118* 0.157** 0.119* 
自己不全感 0.233*** 0.218*** 0.062 0.309*** 0.186*** 














表 4 過剰適応および不合理な信念と抑うつ（重回帰分析） 
 B SE B β 
説明変数    
過剰適応 0.18 0.03 0.36*** 
不合理な信念 0.08 0.04 0.10 
R２ 0.18***   
従属変数：抑うつ     









全調査協力者の平均点を基準にしてより高いものを H 群、低いものを L 群とし、それぞれ組み合わせ
て 4 群に分けた（HH 群は過剰適応高群かつ不合理な信念高群、HL 群は過剰適応高群かつ不合理な信
念低群、LH 群は過剰適応低群かつ不合理な信念高群、LL 群は、過剰適応低群かつ不合理な信念低群
とする）。そして 4 群と抑うつとの関連を検討するため、4 群を独立変数、抑うつを説明変数として 1
要因の分散分析を行った。結果は以下のとおりである。 
 
表 5 過剰適応および不合理な信念と抑うつ（1 要因分散分析） 
 HH 群（N=117） HL 群（N=60） LH 群（N=80） LL 群（N=111）  
  平均 標準偏差 平均 標準偏差 平均 標準偏差 平均 標準偏差 F 値 
抑うつ 45.29 6.74 42.38 7.29 42.40 6.98 39.13 7.00 14.89*** 
*** p < .001            
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図 1：過剰適応と不合理な信念の組み合わせの 4 群の平均値のプロット 
 
  
 まず分散分析の結果としては、抑うつの効果は有意であった（F(3,364) = 14.89, p < .001）。また、Tukey
法を用いた多重比較によれば、4 群の度数に若干のばらつきはあるものの、HH 群は他の 3 群に比べ有





 学年と過剰適応との関連を検討するために、学年を独立変数、過剰適応を説明変数とした 1 要因の
分散分析を行った。結果は以下のとおりである。 
 
表 6 学年と過剰適応（1 要因分散分析）     
 1 年生（N=103） 2 年生（N=120） 3 年生（N=86） 4 年生（N=59）  
 平均 標準偏差 平均 標準偏差 平均 標準偏差 平均 標準偏差 F 値 
過剰適応 103.96 14.65 107.90 14.40 105.97 16.14 104.73 13.95 1.44n.s. 












 2・3 年生と 1・4 年生の 2 群にわけ、それぞれの平均値に違いがあるのか確認をするため、t 検定を
行った。結果は以下のとおりである。 
 
表 7 2・3 年生および 1・4 年生と過剰適応 （t 検定） 
  2・3 年生（N=206） 1・4 年生（N=162）  
  平均 標準偏差 平均 標準偏差 ｔ値 
過剰適応 107.09 15.14 104.24 14.36 1.83 
 
 2・3年生と1・4年生の2群に分け、それぞれの平均値の差を確認すると違いが出ると予想していた
が、結果としては有意差は見られなかった（t(366)=1.83 , p=0.67 n.s.）。しかし、p=0.67と有意傾向は見
られた。よって、仮説ⅲは支持されない結果となった。  
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面接調査への協力を承諾したＸ大学の学生 5 名（男性 3 名、女性 2 名）に 45 分程度の半構造化面接
を実施した。場所はプライバシーを保つことのできる静穏な個室で行った。面接協力者の許可を得て、
面接の内容を IC レコーダーで録音し、後日逐語記録を作成した。 
 
表 8 インタビュー協力者の内訳 
 過剰適応 不合理な信念 抑うつ 
A 文系 2 年 19 歳 132 80 39 
B 文系 3 年 20 歳 116 80 39 
C 文系 4 年 22 歳 119 60 41 
D 文系 4 年 22 歳 130 73 34 
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３． 結果 
（１）分析方法 
 大谷（2008、2011）が考案した質的データ分析手法の SCAT（Steps for Coding and Theorization）を用
いた。本研究では指導教員、そして臨床心理学専修の大学院生複数名と協働して分析を行い、妥当性
と信頼性の確保に努めた。 
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 多忙な D であるが、効率的な時間の使い方を見つめなおすなど、多忙さを周到なスケジュール調整
やマネジメント能力の高さによりこなしてきた。また、周囲のことがよく見えることなど自分の性格
は肯定的受け止めている。 
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か。まず分散分析の結果としては、抑うつの効果は有意であった（F(3,364) = 14.89, p < .001）。また、
Tukey 法を用いた多重比較によれば、4 群の度数に若干のばらつきはあるものの、HH 群は他の 3 群に














































ルで 2 年生が中心的役割を担っている点が挙げられる。そのため、2 年生において過剰適応得点が高
くなったのではないだろうか。  
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Influences of Learning Drum Set on Identity  






Research Question   
How can learning the drums affect a person’s self-esteem and identity development? 
 
Statement of the Problem 
There have been several studies on how learning music affects a person’s self-esteem or identity 
development, but there are few studies done in a one-on-one setting where the teacher and student 
interact alone in an intimate environment. Also, a great deal of the studies done on this subject 
have used children as their participants, and the majority of previous research on this subject has 
used general music education and not drum set to determine how a person’s self-esteem and 
identity development are influenced by learning music. This research aims to see how student’s 
self-esteem and identity development are influenced when students in their 20’s learn drum set in 
an intimate one-on-one environment. It should also be noted that previous researchers were not 
teaching the students themselves. For this research the teacher and researcher are one and the 
same.  
Purpose of the study 
There have been several research studies done on how music affects a person’s identity 
development or self-esteem. The purpose of this research is to further our understanding of how 
learning music, specifically the drum set, influences a person’s self-esteem and identity 
development. This research examines the changes in self-esteem and identity of students before 
they start learning the instrument and examines how their self-esteem and identity development 
has changed after they have completed the program. This research also examines how participants 
who have some basic knowledge of percussion benefit from furthering their understanding and 
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advancing their skills. In short, this research observes how learning the drum set affected these 
student’s self-esteem and identity development.  
Significance of the study  
This study’s goal is to help educators and psychologists better understand the potential impact 
learning music can have on a person’s self-esteem and identity development. Results from this 
study can be used by educators and psychologists to validate the worth of leaning music and 
further observe how it influences a person’s self-esteem and identity development.  This research 
can also be used by potential learners of music and people who are unsure of what subjects to study. 
People who are struggling to find their own identity or a sense of self-esteem may also find the 
results useful. Knowing the results of this study would help inform the learner as to how one’s self-
esteem and identity can change through music and help determine the levels of self-esteem and 
identity development one can achieve through learning the drum set. It will also help educators 
and psychologists in knowing that supporting or encouraging their students or patients to learn a 
musical instrument can greatly affect the students self-esteem and identity development. The 
results from this study can give them insight into what advice they can provide students in order 
to make their life and education experience a positive one that will help them find their own self-
esteem or identity.  
Theoretical Framework 
This research will examine how a student’s self-esteem and identity development changes 
through learning drums, Therefore, Arthur Chickering's Theory of Identity Development will be 
used to establish a theoretical framework. In addition, all lessons were conducted in a one-on-one 
environment, therefore, the researcher felt that the Symbolic Interaction Theory, conceived by 
George Herbert Mead and Charles Horton Cooley, should also be used for the purpose of this 
research. 
Currently Arthur Chickering’s seven vectors theory is widely used for the purpose of studying 
self-esteem and identity development. Chickering defines identity as how students create meaning, 
perceive, and learn about themselves and their society by experiencing stages and tasks which 
Chickering referred to as “vectors”(Chickering and Reisser, 1993). Chickering’s stance was that 
every student does not axiomatically experience the same level of change while going through these 
vectors (Chickering, 1969). Every student has their own unique pace in which these vectors connect 
with each other. The seven vectors in his theory are developing competence, managing emotions, 
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moving through autonomy toward interdependence, developing mature personal relationships, 
establishing identity, developing purpose and developing integrity (Chickering and Reisser, 1993).  
Review of Related Literature (Drums and self-esteem) 
Recently, there has been a growing interest in using drums and other art mediums as a way of 
dealing with mental and social wellbeing problems. “To the beat of a different drum”: improving 
the social and mental wellbeing of at-risk young people through drumming“ (Wood, Ivery, Donovan, 
Lambin 2013), evaluates the DRUMBEAT program which utilizes drumming in order to help 
troubled youth, while incorporating themes relevant to mental wellbeing and  healthy human 
relations.  This study was done in 19 schools which took part in the ten week DRUMBEAT program. 
Pre, interim and post-program surveys were conducted to participating students 
Data was also collected on the student’s behavior as well as teacher feedback.  
The study provided positive results using different forms of measurement and it showed a 10 
percent increase in self-esteem scores upon completion of the program. Twenty-nine percent of 
participants also experienced a decrease in behavioral incidents. The results showed that the 
DRUMBEAT program gives a creative and healthy environment for dealing with youths 
experiencing behavioral problems while helping these youths improve their self-esteem and social 
skills. Overall, the evaluation indicated that the DRUMBEAT program provides a creative 
medium for working with at-risk young people and helps develop self-esteem and social 
relationship skills (Wood, Ivery, Donovan, Lambin 2013). 
In recent years there has also been an increased interest in using drumming and group 
drumming to help low-income children better themselves. “The Impact of Group Drumming on 
Social-Emotional Behavior in Low-Income Children” (Ho, Tsao, Bloch, Zeltzer 2010) study targeted 
low-income children in the United States and had them join in group drumming sessions. The 
study sought to use group drumming for positive development, cultural relevance and stress 
reduction. Group drumming is a recreational music making activity that builds emotional fortitude 
with a positive youth development method. It is performed by having the participants make a circle 
and often led by a coordinator who attempts to maximize a sense of community through rhythmic 
movements and interaction with other drummers. Group drumming is nonexclusive; it is non-
verbal, universal, and does not require any previous experience from the participants. Previous 
studies of adults and adolescents showed the biopsychosocial effectiveness of group drumming, 
utilizing protocols involving self-meditation and self-disclosure to decrease stress. These studies 
found that normal adults with no prior drumming experience experienced a decrease in stress. 
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When this study was completed students involved in the school counselor-led drumming program 
showed significant progress compared to the control group in multiple areas of social-emotional 
behavior. Significant improvements were recorded in broad-band scales. These results support the 
researcher’s hypothesis that a school-based group drumming program, combined with activities 
from group counseling would allow children in low-income families to improve their social and 
emotional behavior. The results of this study are consistent with other short-term, school-based, 
group programs designed to improve behavior in low-income youth. Expanding school-based 
services can reduce obstacles for children who struggle with behavioral problems. The value of 
drumming and music, as a tool to develop competence, may be helpful given the social, emotional 
and academic benefits that have been linked to participation in music activities. School counselor-
led group drumming can not only get youths involved in a community but also bridge an 
opportunity gap that keeps low-income children from success. Also, these types of programs that 
allow students to express themselves and communicate through music seem to improve the social 
and emotional chronic stress that is often found in low income children. Through a positive 
development approach, the program can improve students in ways that may impact a wide variety 
of behaviors, thus making these children more healthy members of society. The findings of this 
research highlight the value music and drumming has as a therapeutic device. 
Methodology  
This research was done in both qualitative and quantitative approach and data was obtained 
through conducting interviews with ten people, five male and five female, who participated in the 
study. A pre-interview was done before the students first lesson and and the post interview was 
done after the students tenth drum lesson, each lesson being one hour. In addition to interviews, 
the students were administered the Rosenberg scale before and after their the research program 
in order to evaluate how and in what way their self-esteem was influenced.  While the researcher’s 
familiarity with drums and percussion played a great role in why it was chosen for this research, 
it was not the only factor as to why the instrument was used. Drummers are often said to make 
good “other musicians.” In other words, drummers have such a good sense of rhythm and time that 
they can take this skill and apply it to other instruments instantaneously and naturally. Because 
melody can not be had without rhythm, the researcher feels that the drums are a great instrument 
to use for this research. Drums and rhythm can be related directly to all other instruments. 
Furthermore, because rhythm is ubiquitous in human society, from heartbeats to footsteps, it 
seems only natural that it would make a great instrument to choose for this research. 
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Drum Lesson Syllabus  
Lesson 1 ● First rhythm page: first paragraph lines one, two, and three 
● First rhythm page: second paragraph lines one through five 
● First 8th note groove page: first column 
● Use newly learned rhythms and grooves to play the intro to a simple song 
Lesson 2 ● Review 
● First rhythm page: first paragraph, line four 
● First rhythm page: second paragraph, last three lines 
● Continue learning song from first lesson 
Lesson 3 ● Review 
● Second rhythm page (quarter, 8th, and 16th note rests): All of first paragraph 
● First 8th note groove page second column 
● Continue song 
Lesson 4 ● Review 
● Dotted accent note pattern using 16th notes 
● Take that dotted accent note pattern and orchestrate it into a half-time drum 
groove using hi-hat, snare, and bass. 
● Continue song 
Lesson 5 ● Review 
● Second thrym page: Second paragraph first three lines 
● Finish song 
Lesson 6 ● Review 
● Start learning a new song 
● Second 8th note groove page: first column 
Lesson 7 ● Review 
● Continue new song 
● Second 8th note groove page: second column 
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Lesson 8 ● Review 
● Continue new song 
● Third 8th note groove page (open hi-hat): first column 
● Linear drum fill 
Lesson 9 ● Review 
● Continue new song 
● Third 8th note groove page: second column 
Lesson 10 ● Review 
● Finish second song 
● New subdivision and note values (triplets, etc.) 
 
For average students: 
 
Lesson 1 ● First rhythm page: first paragraph lines one, two, and three 
● First rhythm page: second paragraph lines one through four 
● First 8th note groove page first column 
Lesson 2 ● Review 
● First rhythm page: first paragraph, line four 
● First rhythm page: second paragraph, last three lines 
Lesson 3 ● Review 
● Second rhythm page (quarter, 8th, and 16th note rests): All of first paragraph 
● First 8th note groove page second column 
Lesson 4 ● Review 
● Dotted accent note pattern using 16th notes 
● Take that dotted accent note pattern and orchestrate it into a half-time drum 
groove using hi-hat, snare, and bass. 
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Lesson 5 ● Review 
● Second thrym page: Second paragraph first three lines 
● Start learning simple drum song 
Lesson 6 ● Review 
● Continue song 
● Second 8th note groove page: first column 
Lesson 7 ● Review 
● Continue new song 
● Second 8th note groove page: second column 
Lesson 8 ● Review 
● Continue new song 
● Linear drum fill 
Lesson 9 ● Review 
● Continue new song 
● Third 8th note groove page (open hi-hat): first column 
Lesson 10 ● Review 
● Finish song 
● Third 8th note groove page: second column 
 
For students who struggle with basic drum techniques: 
 
Lesson 1 ● First rhythm page: first paragraph lines one, two, and three 
● First 8th note groove page: first six grooves 
Lesson 2 ● Review 
● First rhythm page: first paragraph, line four 
● First rhythm page: second paragraph lines one through five 
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Lesson 3 ● Review 
● First rhythm page: second paragraph, last three lines 
● First 8th note groove page: grooves six through twelve 
Lesson 4 ● Review 
● Dotted accent note pattern using 16th notes 
● Take that dotted accent note pattern and orchestrate it into a half-time drum 
groove using hi-hat, snare, and bass. 
Lesson 5 ● Review 
● Second rhythm page: Second paragraph first three lines 
● Start learning very simple drum song 
Lesson 6 ● Review 
● Second rhythm page (quarter, 8th, and 16th note rests): All of first paragraph 
● Second 8th note groove page: first three grooves 
Lesson 7 ● Review 
● Continue new song 
● Second 8th note groove page: grooves four through six 
Lesson 8 ● Review 
● Continue new song 
● Second 8th note groove page: grooves seven through nine 
Lesson 9 ● Review 
● Continue new song 
● Second 8th note groove page: grooves nine through twelve 
Lesson 10 ● Review 
● Continue song 
● Second 8th note groove page: grooves twelve through fourteen 
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Table 1 :  Participants’ data   
Participant Gender Age 
A Female 23 
B Female  22 
C Male 29 
D Male 24 
E Female 24 
F Female 21 
G Male 25 
H Male 23 
I Male 23 
J Female 23 
Rosenberg Scale Results 
Table 2 :  Participants’ Rosenberg Scale Data   
 
As shown by table 2 above, six participants showed a significant increase in self-esteem after 
their tenth drum lesson was completed. Participant A increased by seven points. Participant B 
increased by three points. Participant F increased by eleven points. Participant H increased by 
eight points. Participant I and J both increased by nine points. Two participants showed a decrease 
in self-esteem, and two participants showed no change in their self-esteem. Participant C 
decreased by two points, and the researcher believes this is due to problems he is experiencing 
with his girlfriend, but cannot confirm if this is true or not.. Participant E showed a significant 
drop in self-esteem. Upon following up with participant E, the researcher learned that this 
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participant had recently experienced some trauma in her life which caused her self-esteem to drop. 
Participant E stated “My self-esteem has dropped because of personal circumstances. It has 
nothing to do with the drum lessons. I really enjoyed the lessons and don’t think this reflects 
negatively on your research.” While participants D and G experienced no change in their self 
esteem, the researcher feels that this is because they both had high self-esteem levels to begin 
with. In addition, these two participants were the most active in other forms of music during the 
research. Therefore, they were already interacting with music daily before the research had began 
resulting in no change to their Rosenberg scale scores. Furthermore, participant D was studying 
drums to a minor extent before the research took place, and participant G already had a skill that 
he, even now,  uses on a daily basis and takes great pride in, the camera. 
 
Discussion  
The researcher feels that the results from this research accurately reflect what has been 
experienced through years of teaching drums and drum set. All participants in this research stated 
they felt more self-esteem now that they had leaned the drums. Common patterns in their answers 
were feelings of relaxation, happiness, focus, and more self-esteem. However, while all ten 
participants felt these positive feelings, only one participant considered themselves to be a 
“drummer” at the end of the research. This is in line with the researcher’s personal experiences. It 
can often take months or even years for a student to consider themselves a “drummer.” This is 
reflected in the participants' answers. Most participants felt that they still lacked sufficient skill 
in order to consider themselves a “drummer.”  
Referring to Arthur Chickering's Theory of Identity Development, the researcher was able 
observe changes in the participants self-esteem as they experienced the seven vectors. while the 
beliefs of others are considered and respected. Learning drums also develops congruence and 
brings actions in line with the students own core values.  
Referring back to the symbolic interaction theory the researcher was able to observe how the 
teacher and students were able to form a stronger bond as they progressed through the lessons 
together.  
Implication 
This results from this research will benefit educators, psychologists, and students alike. 
Understanding the influence music has on an individual's self-esteem and identity development 
will be of great benefit. Used in conjunction with previous research, educators can better recognize 
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what role music plays in their student’s development, psychologists can see how substantial the 
benefit of learning music can be for their patients, and students can use this research to help guide 
them in their study choices. Individuals who feel as though they want to further their identity 
development, individuals who need to manage their stress, individuals who need a way to focus, 
and individuals who want to use drums (music) in order to find contentment will also benefit from 
the results of this research.  
 
New Findings 
Regarding this research, gender seemed to play no role in the participants’  experience. Both 
male and female participants expressed similar feelings and didn’t elaborate in any way that led 
the researcher to distinguish between the two genders. As the researcher suspected, ten lessons 
was very beneficial for the participants self-confidence. All ten participants expressed feeling 
happiness, increased focus, relaxation, and increased self-esteem. However, ten lessons proved to 
be insufficient in eliciting a significant change to the participant’s identity development. 
Participants expressed how with further instruction and practice they felt as though they would 
experience a change in their identity development. Lastly, prior experience learning music seemed 
to have little effect in how much the participants self-esteem increased. Participant B, C, D, E, F, 
G, and J had significant prior experience learning music while participants A and H had no prior 
experience and yet still expressed similar feeling in their interviews. The Rosenberg scale results 
also reflect how participants with experience playing music and those who didn’t have prior 
experience were both able to gain confidence from learning the drums.  
 
Conclusion 
In conclusion, the researcher feels quite satisfied that the participants’ self-esteem was 
positively influenced through learning the drums. The interview answers and Rosenberg Scale 
results both support this hypothesis. All participants indicated that learning the drums was a 
positive experience and that it had a positive effect on their everyday life. Participants were 
observed experiencing Chickering's seven vectors throughout their lessons. The interpersonal 
relationship between the researcher and the participants was also strengthened in line with the 
Symbolic Interaction Theory. Participants felt less stressed, more focused, more confident, and 
more focused as a result of learning drum set through this research. While only one participant 
had indicated that they now considered themselves to be a “drummer,” the researcher expected 
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this outcome and believes that in order to experience significant identity development, more time 
and lessons is required.  
 
Future Research   
Further research should be done in order to ascertain as to when true identity development 
occurs in students when they learn drums or music. Naturally, this will vary depending on the 
student, but finding the average time it takes will necessitate further research. Because of the 
time involved, this research would have to be conducted over a long period. Drums and music offer 
an endless amount of rewards and learning to play an instrument until one can function 
comfortably in a musical situation can often take years of instruction, dedication, and practice.  
 
Scope and Limitations 
This research is limited to exchange students who can speak English fluently studying abroad 
at Soka University in Tokyo, Japan from the year 2017 to 2019. This research looked into how 
learning the drums affected their self-esteem and identity development. With this limitation, the 
findings in this research cannot accurately reflect the effect leaning other musical instruments 
other than the drums will have on a person’s self-esteem or identity development. Each of the 
students involved in this study were given ten hours of direct instruction which made it possible 
for the researcher to compare the similarities and differences of their experiences accurately. 
Furthermore, it is important to note that while all students in this research are beginners of drums, 
most do have experience studying other musical instruments and one student had studied 
percussion many years prior.  
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Appendix:  
Pre-Questionnaire 
1. Do you currently have a skill set that you take pride in, something that you feel sets you apart from other 
people?  (For example, sports, dance, guitar, etc.) 
yes no 
 
2. Do you think moving your body to music or a rhythm is fun? 
Strongly agree, agree, disagree, strongly disagree 
Why? 
 
3. After today’s lesson (first lesson) do you think you’ll consider yourself a drummer? 
Strongly agree, agree, disagree, strongly disagree 
Why? 
 
4. Do you think that if you’re able to obtain some proficiency with the drums, you’ll have more confidence than 
you currently do? 
Strongly agree, agree, disagree, strongly disagree 
Why? 
 
5. Do you think you will show others the drum techniques you’ve learned in today’s lesson? 
Strongly agree, agree, disagree, strongly disagree 
Why? 
 
6. Do you think you will want to talk to others about today’s lesson? 
Strongly agree, agree, disagree, strongly disagree 
Why? 
 
7. Would you like to use the drums to help create a new identity for yourself? (Would you like to be considered 
a “musician” or “drummer”?) 
Strongly agree, agree, disagree, strongly disagree 
Why? 
 




9. Do you think learning music will influence your identity development? (Will you identify yourself as a 
musician or drummer after you have completed your lessons?) 
Why? 
 
10. Do you feel that you will one day be able to express yourself through the drums?  
(Will you be able to convey your feelings through music?) 
Why? 
 
11.  What instrument/s can you play?   
If yes, what instrument? 
 
● How long have you been playing that instrument? 
- a. What do you feel/get/experience when you play a musical instrument? 
- b. What do you feel/get/experience when you perform to an audience?   
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Pre-interview 
 
1. Why did you decide to start learning the drums? 
 
2. How do you think learning the drums will affect your everyday life. 
 
3. After you’ve gained some proficiency with the drums, what will you do? 
For example, will you join a band? Will you try to use music to make money? Will you make videos of your 





1. Is playing the drums fun? 
Strongly agree, agree, disagree, strongly disagree 
Why? 
 
2. Do you think you have more confidence now than you did before you leaned the drums? 
Strongly agree, agree, disagree, strongly disagree 
Why? 
 
3. Do you think you’ve improved at playing the drums? 
Strongly agree, agree, disagree, strongly disagree 
Why? 
 
4. Now that you can play drums to a certain extent, do you consider yourself a drummer? 
Strongly agree, agree, disagree, strongly disagree 
Why? 
 
5. Have you shown anyone the things you’ve learned on drums? 
Yes   No 
If yes, how did you feel showing others what you learned? 
 
6. Have you spoken with anyone about your drums lessons or what you learned during your lessons? 
Yes   No 
If yes, how did you feel talking to others about your drum lessons? 
 
7. Were you able accomplish your personal goal on the drums? (Playing a favorite song, learning a certain 





1. How was your experience learning the drums? 
 
2. Which parts of playing drums do you feel you improved the most in? 
 
3. Did learning the drums affect your life? (Do you have more confidence, is your life more fun,do you feel less 
stressed, etc.) 
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Rosenberg Self-Esteem Scale 
 
BELOW IS A LIST OF STATEMENTS DEALING WITH YOUR GENERAL FEELINGS ABOUT YOURSELF. 
IF YOU STRONGLY AGREE, CIRCLE 4. IF YOU AGREE WITH THE STATEMENT, CIRCLE 3. IF YOU 










1. I feel that I'm a person of 
worth, at least on an equal 
plane with others. 
4 3 2 1 
2. I feel that I have a number 
of good qualities. 
4 3 2 1 
3. All in all, I am inclined to 
feel that I am a failure.** 
4 3 2 1 
4. I am able to do things as 
well as most other people. 
4 3 2 1 
5. I feel I do not have much to 
be proud of.** 
4 3 2 1 
6. I take a positive attitude 
toward myself. 
4 3 2 1 
7. On the whole, I am 
satisfied with myself. 
4 3 2 1 
8. I wish I could have more 
respect for myself.** 
4 3 2 1 
9. I certainly feel useless at 
times.** 
4 3 2 1 
10. At times I think I am no 
good at all.** 
4 3 2 1 
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10代の割合は、約 1.3％前後で推移している。2016年の 10代の第一子出生数は 9,760人（人口動態
水準）であり、全出生数の 2.1％と少ない。しかし、「子ども虐待による死亡事例等の検証結果等に
ついて」の厚生労働省の最新の報告（2018）では、虐待死事例の実母の抱える問題として、心中以外
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は、親になるまでのおよそ 10 ヶ月間と親になってからの数年間をそれまでの夫婦 2 人だけの生活か
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Ⅱ．研究方法 
１．予備研究 
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表１  研究協力者一覧 
 
（２）研究手続き 























A 20代 10代後半 20代 有り 大学中途退学 
専門学校在学 
有り パート 
B 20代 10代後半 10代 無し 専門学校卒業 有り 正規職員 
C 20代 高校生年代 20代 有り 高等学校中途退
学 
有り パート 
D 20代 10代後半 20代 有り 高等学校卒業 有り 契約社員 
E 10代 高校生年代 10代 有り 高等学校（通信
制）卒業 
有り パート 
F 20代 高校生年代 10代 有り 高等学校中途退
学 
無し 正規職員 
G 20代 高校生年代 10代 無し 大学（通信制）
卒業 
有り パート 
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（４）分析方法 












M-GTA による分析を行った結果、43 の概念と 14 のカテゴリーが生成された。それらをまとめ文章
化し、ストーリーラインを記載した。また、概念とカテゴリーとの関係を図化し、カテゴリーマップ
としてまとめた。以下に生成されたカテゴリー、概念、ストーリーライン、カテゴリーマップを示す。 








① 〈妊娠がわかる〉 ⑧〈身内のいたわり〉 
② 〈不安定な立場〉 ⑨〈子どもを産む〉  
③ 〈妊娠を実感していく〉 ⑩〈子ども中心の生活〉 
④ 〈子どもを産むことを決める〉 ⑪〈出産後の自身と周囲の変化〉  
⑤ 〈子どもを産むための環境調整〉 ⑫〈公的サポート〉 
⑥ 〈胎児のいる生活〉 ⑬〈負い目〉 
⑦ 〈マジョリティからの離脱〉 ⑭〈母親としての自分の在り様を肯定する〉 
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表３ 概念一覧 
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 35.[子どもの成長] 子どもの成長に対する喜び 
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２）ストーリーライン 
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⑦ 〈マジョリティからの離脱〉 
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社会論集，第 46巻第 2号 p67-88 
 
・大川聡子（2012）「若年出産がもたらす社会的経験の意義―妊娠・出産・育児を通した関係性の再









(Erikson,E.H(1959)Identity and the life cycle. Psychological Issues Vol.ⅠNo.1.Monograph 
1.New York: International University Press, Inc.) 
10代で第一子を妊娠・出産した女性が母親になっていくプロセス 





教育年報第 38巻 51-58 
 
・柏木恵子・若松素子（1994）「親となる」ことによる人格発達 発達心理学研究 5,1,72-83 
 
・木下康仁（2007）「修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチ（M-GTA）の分析技法」富山看護
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安，抑うつの違いと各時期における関連」広島国際大学心理学研究,第 89 巻 第 2 号 pp. 130–138 
10代で第一子を妊娠・出産した女性が母親になっていくプロセス 




















 自閉スペクトラム症（以下 ASD）は 1943 年に Kanner, L が「情緒的接触の自閉的障害」の論文を
発表して以降、多くの議論がなされてきている。自閉症研究が始まった当初は、『自閉症』（以下、『 』
の障害名は出典元で使用された名称をそのまま引用）は後天的な障害と考えられ、母子関係に原因が
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（2）母親がわが子の障害を受容するプロセス 
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1．予備調査 
 本調査の半構造化面接で用いる質問項目の検討を目的として 2018 年 3 月に予備調査を行った。協
力者は、研究者の知人を介して紹介された、18 歳以降の ASD 者の母親 1 名である。研究者が作成し、





指導教員の知人を介して、協力者を募集した。事前に研究の趣旨を伝え、同意を得られた 8 名の 18
歳以上の ASD 者及びその傾向のある者の保護者に調査を行った。なお協力者は 8 名全員が母親であ
った。協力者の属性を表 1 に示す。 
 













進路 療育 同胞 




Info.2 50 代 男 
20 代 
後半 




Info.3 50 代 女 
20 代 
前半 




Info.4 50 代 男 
20 代 
後半 




Info.5 50 代 男 
20 代 
後半 




Info.6 60 代 女 
20 代 
後半 




Info.7 50 代 男 
20 代 
前半 




Info.8 50 代 男 
20 代 
前半 
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3．調査手続き 
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Ⅲ．結果 
1．概念生成 
M-GTA による分析を行った結果、最終的に 53 個の概念、19 個のカテゴリー、4 個のコアカテゴリ
ーが抽出された。それらをまとめて文章化し、ストーリーラインを作成した。また、これらの概念と
カテゴリーの関係を図化し、結果図としてまとめた。 
以下、本文中では、コアカテゴリーを【  】、カテゴリーを[   ]、概念を〈  〉として示す。 
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3．結果図 
 
図 1 結果図 
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[ 改善策 ] 
【状況を変える】 













[ 自分を振り返る ] 
〈支援に対する苦々しい思い〉 
〈危惧が現実に〉 














[ 子ども理解のゆらぎ ] 
〈支援者の力量〉 
〈運の良さ〉 






















[ 不思議に思う ] 
〈信頼できる専門家を求めていく〉* 
〈勉強する〉* 









[ 親が熟慮する ] 
〈環境変化への懸念〉 




[ 妨げ ] 
〈  〉概念 













 〈何か変だ〉は 8 人全員から抽出された概念であり、ASD 児をもつ母親の多くが経験していると考
えられる。母親が同年代の子どもやきょうだいと比較して、〈何か変だ〉と子どもの状態を[不思議に
思]っているからこそ、〈受診の後押し〉を受け、受診へと至る。 
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害の告知を行うかによって、その後の母親の心情や障害受容過程は大きく左右されると考えられる。
だが、専門的医療機関を確保済みの 22 団体の管内に所在する専門的医療機関から 27 機関を抽出し、
調査した結果、初診待機者数は、約 4 割の医療機関が 50 人以上となっており、初診待機日数は、半
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 その一方で、父親の協力をあまり受けずに、母親が 1 人で子育てをしている場合もあり、以下のよ
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Zhiyi’s Concept of the Natural Morality and the Essence of the Precepts 
 
文学研究科人文学専攻 博士後期課程 























1 大津 2019 を参照。 
2 村上（2017, 134）は『菩薩戒義疏』の成立が 664 年から 686 年の間であるとしている。 
3 佐藤 1979 は、前期の著作の中心は『次第禅門』であるとし（p. 49）、次第禅門は「龍樹の大智度論に負うところ
が多い」（p. 115）と指摘している。 
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10 『四分律』巻第三十五「白四羯磨当作如是問、汝不犯辺罪」（T22, 814c12-13）を参照。 
智顗における性戒と戒体論 

































12 『大般涅槃経』（南本）巻第二十六・師子吼菩薩品（T12, 778b10-c15）を参照。 
13 『菩薩瓔珞本業経』巻下「一切菩薩凡聖戒、尽心為体、是故心亦尽戒亦尽、心無尽故戒亦無尽。六道衆生受得戒、
但解語得戒不失」（T24, 1021b20-22）を参照。 
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14 『次第禅門』巻第二「第一明有戒無戒者、出家受得禁戒、故名有戒」（T46, 484a11-12）を参照。 
智顗における性戒と戒体論 
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観相懺悔 禅定を扶ける 諸大乗方等陀羅尼行法 体性罪
観無生懺悔 智慧を扶ける 『普賢観経』 無明煩悩根本罪
智顗における性戒と戒体論 
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27 平川（1997, 22）を参照。 








































31 恵谷 1937、大野 1958、竹田 1962a・1962b・1963、小寺 1973、利根川 1974・2008、多田 1976、平川 1976・1997、
宮林 1998、北塔 2008、法長 2015 など。 
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32 注 13 を参照。 
智顗における性戒と戒体論 
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Zhiyi’s Interpretation of The Four Siddhānta :  
Focusing on the Comparison  
between Commentaries on the Lotus Sutra and  
Commentaries on the Vimalakīrti Sutra 
 
文学研究科人文学専攻 博士前期課程修了 

















1 中村元他［2002 : 425-426］ 
2 藤井教公［1999］、関口真大［1969］、坂本幸男［1937］等。 
3 『大智度論』巻第１の「復次、佛欲說第一義悉檀相故、說是般若波羅蜜經……第一義悉檀、是義甚深、難見難解。
佛欲說是義故、說摩訶般若波羅蜜經」(T25, no. 1509, p. 59, b17- p. 61, b18)を参照。 
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 悉是此言、檀是梵語。悉之言遍、檀翻為施。佛以四法遍施眾生。故言悉檀也。(T33, no. 1716, 


















5 関口真大［1974 : 56］（関口真大［1978 : 630］） 
6 『玄疏』巻第 1 では、「悉是隋音、檀是胡語。悉之言遍、檀翻言施。佛以此四法遍施眾生。故言悉檀也」(T38, no. 
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9 『玄疏』巻第 1 の「一明用四悉檀起三藏教者……開佛知見也」(T38, no. 1777, p. 521, c17-p. 522, a4)を参照。 
智顗の「四悉檀」解釈 
































10 『玄疏』巻第 1 の「一明用四悉檀起三藏教者……開佛知見也」(T38, no. 1777, p. 521, c17-p. 522, a4)を参照。 
11 『玄義』巻第 1 の「大經云……說四種法」(T33, no. 1716, p. 688, a16-20)を参照。 
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文献 赴縁 赴機 赴機縁 赴縁機 
『玄疏』 26 6 1 0 
「対四悉檀」 24 1 0 0 
『玄義』 8 7 0 0 
「会異」 0 0 0 0 
『文句』 4 3 0 0 
『摩訶止観』 3 2 1 0 
『三観義』 4 1 0 0 
『四教義』 13 4 0 0 
『文疏』 22 29※ 0 0 




12 藤井［2011 : 129］は、『玄義』巻第 8 の「言法本者、一切皆不可說。以四悉檀因緣、則有言說。世界悉檀說、則
為教本。為人・對治、則為行本。第一義悉檀、則為義本。所言教本者、金口所說一言為本、流出無量言教。若通、
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 赴小乘十因緣法所成樂欲・小善・障重・鈍根諸聲聞弟子。(T38, no. 1777, p. 521, c19-20) 
 小乗の十因縁の法によって成立した欲望・小善・障重・鈍根・諸声聞の弟子たちに応じる。 
 
 赴十因緣法所成三乘根性人。(T38, no. 1777, p. 521, c24-25) 
 十因縁の法によって成立した三乗の根性の人に応じる。 
 
 赴十因緣法成別教根緣。(T38, no. 1777, p. 521, c29) 
 十因縁の法によって成立した別教の根縁に応じる。 
 








 ② 既に２－②で見た『玄疏』「起経論」にも、 
 
 第六明起經論者、夫佛法至理、不可以言宣。豈存言方語本十二部乎。但十方諸佛為利眾生、皆




































13 『玄疏』巻第 1 の「一悉檀起圓教者……四番悉檀、說四種四諦、赴緣、起涅槃教也」(T38, no. 1777, p. 522, b21-
c3)を参照。 
14 『玄義』巻第 1 の「復次、用別・圓兩種四悉檀說十二部經者……是起法華教也」(T33, no. 1716, p. 688, c28-p. 
689, a5)を参照。 
15 『玄疏』巻第 1 の「次歷教明聖說・聖默之相者……即聖默然也」(T38, no. 1777, p. 523, b9-26)を参照。 
16 『玄義』巻第 1 の「華嚴中數世界不可說不可說……名聖默然」(T33, no. 1716, p. 689, b3-20)を参照。 
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 因緣亦名感應。眾生無機、雖近不見。慈善根力、遠而自通、感應道交。故用因緣釋也。(T34, no. 








17 佐藤［1961 : 343］、菅野［2005 : 84］、山口［2014a : 246］等を参照。 
智顗の「四悉檀」解釈 












 ① 一つの言葉を、世界悉檀・各各為人悉檀・対治悉檀・第一義悉檀の立場から解釈する。 
 ② 一つの文章の部分ごとに、世界悉檀・各各為人悉檀・対治悉檀・第一義悉檀によって解釈する。 











 因緣釋甚廣。不能具載、云云。(T34, no. 1718, p. 3, a25-b2) 
 「如是」とは、三世の仏は経の初めにすべて「如是」を置く。 
 
18 平井［1985 : 229-250］「『文句』四種釈と吉蔵四種釈義」 







20 『注維摩詰経』巻第 1「仏国品 1」の「如是。肇曰。如是信順辭。夫信則所言之理順。順則師資之道成。經無豐
約。非信不傳。故建言如是」(T38, no. 1775, p. 328, a12-14)を参照。 
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 又佛子所應得者、皆已得之。文云、安住實智中。我定當作佛。此第一義釋也21。(T34, no. 1718, 









21 『妙法蓮華経』巻第 2「譬喩品 3」の「爾時舍利弗踊躍歡喜……教化諸菩薩」(T09, no. 262, p. 10, b29-p. 11, b8)
の解釈。 
智顗の「四悉檀」解釈 
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表２：『文句』における四悉檀の用い方の一覧 
No. 分類 品 解釈される語・文等 
〈1〉 ① 序品第１ 如是 
〈2〉 ① 〃 我聞 
〈3〉 ① 〃 一時 
〈4〉 ① 〃 仏 
〈5〉 ① 〃 住 
〈6〉 ① 〃 憍梵波提 
〈7〉 ③ 方便品第２ 方便品（二慧） 
〈8〉 ② 〃 取要言之……不須復說。 
〈9〉 ① 〃 安詳而起  
〈10〉 ① 〃 告舍利弗 
〈11〉 ① 〃 加趺坐 
〈12〉 ③ 〃 如是（五濁） 
〈13〉 ② 〃 無量方便力…… 
〈14〉 ① 譬喩品第３ 譬喻品 
〈15〉 ② 〃 今從世尊聞此法音……教化諸菩薩。 
〈16〉 ② 〃 今從世尊聞此法音……得佛法分。 
〈17〉 ② 〃 長者作是思惟…… 
〈18〉 ① 信解品第４ 信解品 
〈19〉 ① 薬草喩品第５ 藥草 
〈20〉 ② 〃 破有法王……令得正見。 
〈21〉 ① 授記品第 6 授記 
〈22〉 ② 化城喩品第 7 是時十六菩薩知佛入室…… 
〈23〉 ① 見宝塔品第 11 見寶塔品 
〈24〉 ① 安楽行品第 14 安樂行 
〈25〉 ① 従地涌出品第 15 從地踊出品 
〈26〉 ① 如来寿量品第 16 諸所言說皆實不虛 
〈27〉 ② 〃 以諸眾生有種種性……常住不滅。 
〈28〉 ① 〃 貪著五欲入於憶想 
〈29〉 ① 嘱累品第 22 我於無量劫修是難得之法 
〈30〉 ① 普賢菩薩勧発品第 28 勸發 
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分類 回数 割合 
① 20 回 66.7% 
② 8 回 26.7% 





 『文句』自体が譬喩品第 3 までで全体の半分程度、安楽行品第 14 までで全体の 8 割程度であるか
ら、四悉檀が用いられる頻度もそれに比例していることが分かる。後半では、如来寿量品第 16 の解釈



















〈１〉『文疏』巻第 2 23 
 二約佛說教明一時者、方便用三悉檀起教、即是多時。實慧用第一義悉擅起教、即是少時。總此















24 『維摩詰所説経』巻第 1「仏国品 1」の「一時」(T14, no. 475, p. 537, a7)の解釈。 
25 藤井［2013］を参照。 
26 『維摩詰所説経』巻第 1「仏国品 1」の「佛以一音演說法、或有恐畏或歡喜、或生厭離或斷疑、斯則神力不共法」
(T14, no. 475, p. 538, a6-7)を参照。 
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 此兩行偈、是三歎樂說辯也。……又約悉檀者、三界苦可畏、即世界悉檀也。歡喜即為人。令生
善根故歡喜。厭離是厭煩惱。即對治藥病相對也。斷疑即見諦道、是第一義。一音之演、其力如是。




























27 『維摩詰所説経』巻第 1「仏国品 1」の「無量功德皆成就、無量佛土皆嚴淨。其見聞者、無不蒙益。諸有所作、
亦不唐捐」(T14, no. 475, p. 537, a27-29)を参照。 
28 『維摩経文疏』巻第 4 に「近無等等佛自在慧。第三約隣果歎德、此文有三別。一歎自行。二歎化佗。三總釋
成」(X18, no. 338, p. 488, b22-24)とある。 
29 文意により、「已」を「己」に改める。 
智顗の「四悉檀」解釈 






























30 『維摩詰所説経』巻第 1「弟子品 3」の「欲行大道、莫示小徑。無以大海、内於牛迹。無以日光、等彼螢火」(T14, 
no. 475, p. 541, a1-2)を参照。 
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表４：『文疏』における四悉檀の用い方 
No. 分類 品 解釈される語・文等 
〈1〉 ① 仏国品第 1 一時 
〈2〉 ③ 〃 （化他） 
〈3〉 ② 〃 佛以一音演說法。或有恐怖、或歡喜、或生厭離、
或斷疑。斯則神力不共法。 
〈4〉 ① 弟子品第 3 時維摩詰來謂我言、「唯、富楼那。先當入定、觀此
人心、然後說法。無以穢食、置於寶器」。 
〈5〉 ③  〃 （念行六度） 
〈6〉 ④  〃 （満願が説くべき教え） 








 一方、四悉檀全体としてのはたらきに言及している文は、灌頂による補遺部分 1 カ所も含めて 30 カ













31 藤井［2013］では、この 3 カ所のみを取り上げている。 
32 『大正新脩大蔵経』のページ数で概算した。 
智顗の「四悉檀」解釈 

































33 第 8 回「東アジア仏教研究会・年次大会」2009 
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34 神達［2008a : 435］は、『玄義』巻第 1「会異」と『四教義』巻第 1 の記述に基づき、「四悉檀によって化法四教
を起したとするのは、智顗が四悉檀を根拠に四教を構想したということではなく、むしろ仏が四悉檀を用いて四不
可説、四種四諦を説き、智顗がそれに基づいて化法四教の法門を立てたことを意味するのだろう」と述べている。 
35 『玄疏』巻第 1 には、「さまざまな仏・菩薩は、もし悉檀を用いなければ、どうして三観を修行して［仏の］道
智顗の「四悉檀」解釈 






















菅野博史訳注 2018『現代語訳 法華玄義』上、東洋哲学研究所 
坂本幸男 1937「経典解釈の方法論の研究（下）」『支那仏教史学』1-4、法蔵館（坂本幸男『華厳教学









三觀而進道、演說教門而度一切）」(T38, no. 1777, p. 520, b13-14)とあり、仏・菩薩が四悉檀を用いることによっ
て、道に入り、すべての人々を救済するとしていることは注目に値する。 
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中村元 1988「経典の内容に対する誤解」『中村元選集［決定版］第 2 巻 シナ人の思惟方法』春秋社：
11-14 
























A study on the theory of “simultaneous triplet contemplation in one time” in Zhiyi’s 
Works: With special reference to a comparison of the Sanguanyi and “Sanguan 
jieshi” in the Weimojing xuanshu 
 
文学研究科人文学専攻博士前期課程修了 





















第一回 開皇十五年(595 年)六、七月 『維摩経玄義』十巻 
第二回 開皇十七年(597 年)三、四月 『維摩経玄疏』六巻、『維摩経文疏』八巻 
第三回 開皇十八年(598 年)正月   『維摩経玄疏』六巻、『維摩経文疏』二十五巻 
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(T38, no. 1777) 
字数 
(計10762) 
0 小序(669a06) 141 141 0 用三観釈維摩詰名(524c28) 149 149 
1 先分別境智(669a13) 897 897 1 分別境智(525a11) 694 694 








































2893 3.11従仮入空観(525c26) 2619 
 
1 『法華文句記』巻第一、釈序品、「『淨名』前玄總有十卷。因為晉王著『淨名疏』、別製『略玄』、乃離前玄分為三
部。別立題目、謂四教六卷、四悉兩卷、三觀兩卷。」（T34, no. 1719, p. 159, b13-16）を参照。 
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2.2122 明従空入仮観相
(672b09) 










2.22 一心三観(673c01) 66 1449 3.2 明一心三観(528c20) 74 536 
2.221 明所観之境(673c04) 776 3.21 明所観不思議之境
(528c24) 
266 
2.222 明能観之観(674a19) 199 3.22 明能観三観(529a11) 73 
2.223 明証成(674b05) 408 3.23 明証成(529a15) 123 
2.3 対智眼(674c02) 423 862 4 対智眼(529a22) 233 233 
2.31 対三智(675a05) 77  該当箇所無し   
2.32 対五眼(675a08) 62  該当箇所無し   
2.33 約教料簡(675a12) 300  該当箇所無し   
2.4 会乗義(675b10) 47 9670 5 成諸乗義(529b07) 48 3371 
2.41 正明別相三観開三乗
(675b12) 










699  (※5.2に再編)   
該当箇所無し   5.21 明理即大乗(530c08) 20  
該当箇所無し   5.22 明名字即大乗(530c10) 15  
2.422 明十法成大乗(677a18) 90  5.23 明観行即大乗(530c12) 39  
2.4221 善識不思議境
(677a23) 
1234  5.231 知不思議正因縁即是所
観境(530c13) 
174  
2.4222 真正発心(678a19) 765  5.232 明真正発心(530c23) 183  
2.4223 止観修習(678c10) 417  5.233 明行菩薩道勤修止観
(531a05) 
95  
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2.4224 破諸法遍(679a07) 222  5.234 明破諸法遍(531a10) 81  
2.4225 善知通塞(679a19) 459  5.235 須知通塞(531a15) 39  
2.4226 行三十七道品
(679b18) 
1391  5.236 明道品調適(531a17) 113  
2.4227 対治諸波羅蜜
(680b16) 
593  5.237 対治助修諸波羅蜜
(531a24) 
59  
2.4228 善識次位(680c22) 182  5.238 善識位次(531a27) 108  
2.4229 安忍成就(681a08) 432  5.239 安忍成就(531b05) 99  
2.42210 順道法愛不生
(681b06) 





222  該当箇所無し 
該当箇所無し   5.24 明相似即大乗(531b14) 20  
該当箇所無し   5.25 明分証真実即大乗
(531b16) 
20  
該当箇所無し   5.26 明究竟即大乗(531b17) 234  
2.422102 明成大乘相
(681b19) 
23  該当箇所無し   
2.4221021 明成乘人(681b20) 161  該当箇所無し   
2.4221022 辨乘相(681c05) 586  該当箇所無し   
2.4221023 明能運至(682a11) 345  該当箇所無し   
2.5 明摂法(682b05) 1017 1017 (※6.3に再編)   
2.6 釈成淨名義(683a08) 25 285 6 約断結釈浄名義(531c02) 34 493 
2.61 断三諦惑証三諦理
(683a09) 
40  6.1 明不思議断結(531c04) 256  
2.62 明不思議三観見不思議
三諦之理（683a11） 
112  (※6.1に再編)   
2.63 正釈浄名義(683a16) 108  6.2 成浄名義(531c19) 103  
(※6.3は2.5に対応)   6.3 摂法(531c25) 100  
智顗著作における一心三観説の研究 
－ 279 － 
2.7 釈此経文(683a23) 32 634 該当箇所無し  391 
2.71 釈経玄五義(683a24) 135  該当箇所無し   
2.72 正用三観通釈此経文
(683b07) 
467  7 通此経文(532a02) 391  
 
『三観義』の全体の構成は、「1 先分別境智」と「2 正解釈」に二分され、後者を細分した「2.2 辨
三観相」の中に、「2.21 別相三観」と「2.22 一心三観」がある。 
「三観解釈」の方は、全体を７項目に分別し、『三観義』と同様に、「3 辨三観相」の中に、「3.1 明
別相三観」と「3.2 明一心三観」がある。表１を参照すると、『三観義』は 20291 字、「三観解釈」は
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表２ 『三観義』 2.22 一心三観／「三観解釈」 3.2 明一心三観の対照表 
 
『三観義』 2.22 一心三観 「三観解釈」 3.2 明一心三観 























表３ 『三観義』2.221 明所観之境／「三観解釈」3.21 明所観不思議之境の対照表 
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表４ 『三観義』2.222 明能観之観／「三観解釈」3.22 明能観三観の対照表 
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表５ 『三観義』2.223 明証成／「三観解釈」3.23 明証成の対照表 
 





























































下線部は X55, no. 909, p. 682, a24-b2 に同文
有り 
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若得六根清淨、名相似證。即十信位也。若發真無漏、名分證真實即。即是初住也。此經云、一































清浄心、故如是説」（T25, no. 1509, p. 260, b17-22）を参照。 
智顗著作における一心三観説の研究 
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   四明相似即大乘者、即是得六根清淨。如法華經說。（T38, no. 1777, p. 531, b14-15） 
   第四に相似即大乗とは、取りも直さず六根清浄を得ることに他ならない。『法華経』[「法師功
徳品」]に説かれるとおりである。 
 
  五分證真實即大乘者、即是初發心住、乃至、等覺也。（T38, no. 1777, p. 531, b16-17） 
  第五に分証真実即大乗とは、即ち初発心住から等覚までである。 
 
六明究竟即大乘者、即是妙覺地。（T38, no. 1777, p. 531, b17） 
   第六に究竟即大乗を明らかにするとは、取りも直さず妙覚地のことに他ならない。 
 
若住妙覺、即是乘是寶乘、直至道場。名到薩婆若中住。（T38, no. 1777, p. 531, b28-29） 
 
3 『三観義』、「三観解釈」両者とも「2.41 正明別相三観開三乗」／「5.1 正明別相三観開三乗」で、別相三観の
十乗観法後の料簡にも六即乗の記述が見られ、行位との対応関係は『法華玄義』、『四教義』、『玄疏』「三観解釈」
「3.2 明一心三観」と同様の明示はないが、趣旨は同じである。 
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略明一心三觀成一佛乘竟。（T38, no. 1777, p. 531, c1-2） 




智顗は『小止観』で「獲得六根清淨、入佛境界」（T46, no. 1915, p. 472, c27）とし、この引用
の直前には、中道により、仏眼と一切種智を得た後で、そこから先は如来の修行を行ずる段階となり、
如来の荘厳により自らを荘厳できれば、六根清浄を獲得し、仏の境界に入ると示されている。その後、






















中間常為諸聲聞、辟支佛作福田」（T08, no. 223, p. 222, b19-22）を参照。 
智顗著作における一心三観説の研究 
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（T33, no. 1716, p. 789, c10-p. 790, b18） 
「三観解釈」の十乗観法 
（T38, no. 1777, p. 530, c13-p. 531, b14） 
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諦。非枯非榮、住大涅槃也。 即是道品。善知識由是成正覺。亦是莊嚴雙樹。
是則煩惱即菩提。 




















































































是以菩薩知生死即涅槃、知煩惱即菩提。故能巧修此十法。即是修十信心名觀行即。」（T46, no. 1929, p. 762, b16-c2）
を参照。 
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8 「2.8 善知次位」／「5.238 善識位次」では、「三観解釈」は六即と行位の対応を明確にしているのに対し、『法
華玄義』はすべて六即を涅槃に配して説明する等。 
9 『摩訶止観』巻第三上、「仏智照空如二乗所見、名一切智。仏智照仮如菩薩所見、名道種智。仏智照空仮中皆見
実相、名一切種智。故言、三智一心中得。故知一心三止所成三眼見不思議三諦」（T46, no. 1911, p. 26, b10-14）
を参照。 
智顗著作における一心三観説の研究 
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村上明也2009「天台大師の十乗観法に関する考察」『印度学仏教学研究』, 通号 119, 191-194. 
山口弘江2005「天台維摩経疏の成立に関する一考察」『駒沢大学仏教学部論集』,通号 36, 265-279. 
山口弘江2010「『維摩経玄疏』と別行本」『印度学仏教学研究』,通号 120, 597-601. 
山口弘江2017『天台維摩経疏の研究』国書刊行会. 
 

































1 2017 年度前期に筆者が履修した「日本語教育実習」で中級日本語学習者が書いた文章。 
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  ① 文レベルを中心とした指導 
  ② 大まかな構成のみを示す指導 
③ 英語のパラグラフ・ライティングに頼った指導 
ここから、上記の課題点を 1 つずつ検討していく。 
 
①文レベルを中心とした指導 
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  書きましょう 
   1. ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿。そのため、外食する人が増えている。 
   2. 高い車やマンションを買う人が少なくなっている。それは＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿からだ。 
   3. 漢字が難しいのは、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ためだ。 












さらに、上記の練習問題の後には、教科書が示す 6 つの質問に答えて、それをもとに 3 段落の文章
を書かせるという問題がある。これら 6 つの質問とは、 
  1. 国の大学はどこですか。 
  2. どうしてその大学を選びましたか。 
  3. 大学に入ってから、生活はどう変わりましたか。 
  4. 大学にいる間にどんなことをしましたか。 
  5. 卒業して、日本へ来るまで何をしていましたか。 
6. どうして日本へ来ることにしましたか。   
（アカデミック・ジャパニーズ研究会編 2015:42） 
である。教科書には、質問 1 と 2 の答えが第 1 段落に、質問 3 と 4 の答えが第 2 段落に、そして質問































  〈序論〉 
   日本では子供の数が減少しているという 
   どのような状況か？ なぜか？ どうすればよいか？ 
 
  〈本論〉 
   第 1 段落（現状） 
   第 2 段落（少子化の原因） 
   第 3 段落（意識調査について） 
  〈結論〉 
あなたの意見                         （佐々木ほか 2006:51） 
 
創価大学大学院紀要・第 41 集・2020 年 2 月 





































































創価大学大学院紀要・第 41 集・2020 年 2 月 















































Clear writing leads to clear thinking; clear thinking is the basis of clear writing. Perhaps more than 
any other form of communication, writing holds us responsible for our words and ultimately makes 
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分類している。 
第 1 グループ：付加・選択・換言・例示 
第 2 グループ：対比・転換・補足 







































数は 150 字から 200 字と非常に短い。しかし、この短い文章モデルの中に完結した談話構成があり、
これを日本語学習者が習得することをねらいとしている。さらに、文章モデルの各文には、文の命題
内容を示す「事実」や「意見」、また文の機能を示す「問題提起」や「説明」などのラベリングをほど




1. 日本の自転車保有台数は世界第 3 位の 7200 万台という。               （事実） 
2. 利用者増はうれしいが、走行ルールやマナーに問題がある。     （問題提起） 
3. 例えば、信号無視をしたり、傘をさして運転したりする人がいる。   （例示１） 
4. また、夜間に無灯火で走る人も見かける。              （例示２） 
5. 行政には走行ルールやマナー遵守の啓発活動の充実をお願いしたい。   （意見） 
  
 
3 『東京新聞』2018.11.7 朝刊 投書欄「自転車ルール マナー守って」を参考に作成。 
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の説明が続く。続いて、2 文目で「…に問題がある」と問題提起をした後、3 文目と 4 文目で具体例の
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書き換え例 ① ―同じ談話構成で― 







書き換え例 ② ―同じ談話構成で― 
1. 女性の社会進出が進んでいるという。 
2. 昔より男女差別はなくなってきたと思うが、本当に意識が変わっているのか疑問だ。 




















4 AFPBB News「バリ島で『ごみ緊急事態』観光客に人気のビーチも」を参照。 
  http://www.afpbb.com/articles/-/3157014?pid=19665117&page=1（2018 年 9 月 1 日閲覧） 
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《⑤逆接》5 
1. 高校野球だけが青春ではない。                    （意見） 
2. そば打ちに情熱を燃やす高校生もいる。                （予告） 
3. 長野県にある高校の「そば部」がこの夏、 
全国高校生そば打ち大会に挑んだ。                （情報提供） 
4. 目標だった上位３位までの入賞は逃したものの、 
地域に伝わる「一本棒丸延し」をアピール。                           （解説） 
5. 「地域のそば文化の継承を」と、地元のそば職人たちも 
大会に向けて胸を貸してきた。                                  （補足情報） 
 
論理構造の図式化                           図２ 
 
 





5 『朝日新聞』2015.9.19 朝刊「教育 2015 そば打ちに青春かけて」を参考に作成。 
中級日本語学習者に対する段階的文章指導法 














以下の 2 つは、逆接の文章モデルをもとに同じ談話構成で書き換えた文章例である。 
 







書き換え例 ② ―同じ談話構成で― 
1. 子育てだけが人間の「成長の証」ではない。 
2. 同性パートナーと共に生きるという人生もある。 
3. 杉田水脈議員による LGBT の「生産性」を疑う声が問題視された。 
4. 謝罪はしたものの、発言の撤回は行わなかった。 
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樋口裕子（1996）「初級後半からの作文指導のために」『日本語教育』91(12): 132-143、日本語教育学会 
Boyer, Ernest L.（1983）High School: A Report on Secondary Education in America. New York, NY.: Harper & 
Row. 
Toulmin, Stephen E.（2003）The Uses of Argument. updated ed. Cambridge, England: Cambridge University 
Press.（＊初版は Cambridge University Press から 1958 年に出版） 
 
【教科書・参考書】 
アカデミック・ジャパニーズ研究会（編）（2015）『改訂版 大学・大学院 留学生の日本語 ②作文編』 
佐々木瑞枝・細井和代・藤尾喜代子（2006）『大学で学ぶための日本語ライティング―短文からレポー
ト作成まで―』The Japan Times 









Communicative Characteristic of “Daijobu” 
―Analysis from the perspective of pragmatics― 
 
文学研究科国際言語教育専攻修士課程修了 
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場合があると言える。たとえば、A が手伝いを申し出て、B がそれを断る場合、B の断りは、手伝い
を申し出た A の好意を無下にすることになり、A のポジティブフェイスが脅かされる。さらに、A の
手伝うという行為が妨げられたことで A のネガティブフェイスも脅かされる。そこで、ポライトネス
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①《許可》   ⑥《勧誘》に対する《拒否》 
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［ポライトネス］聴者に《許可》をさせるため、それが聴者に負担をかける（聴者の N FTA1） 





［ポライトネス］聴者に《協力》をさせるため、それが聴者に負担をかける（聴者の N FTA） 










［ポライトネス］聴者に《提供》をさせるため、それが聴者の負担となる（聴者の N FTA） 













1 Negative Face-Threatening Act（ネガティブフェイス脅かし行為） 
2 Positive Face-Threatening Act（ポジティブフェイス脅かし行為） 
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［ポライトネス］《提供》を受け入れないため、聴者をがっかりさせてしまう（話者の P FTA） 
《提供》を受け入れてもらえなかったと感じる（聴者の P FTA） 





［ポライトネス］《協力》を受け入れないため、聴者の好意を無下にしてしまう（話者の P FTA） 
《協力》が受け入れてもらえなかったと感じる（聴者の P FTA） 





［ポライトネス］《助言》を受け入れないため、聴者を嫌な気持ちにさせてしまう（話者の P FTA） 
《助言》を聞いてもらえなかったと感じる（聴者の P FTA） 
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の想定を否定している 
［ポライトネス］《勧誘》に応えられないため、聴者をがっかりさせてしまう（話者の P FTA） 
《勧誘》を断られてしまったと感じる（聴者の P FTA） 











［ポライトネス］聴者の心理的負担を軽くし、借りを小さくしてしまう（話者の N FTA） 





［ポライトネス］聴者の心理的負担を軽くし、借りを小さくしてしまう（話者の N FTA） 
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図 2 「大丈夫」の原義とポライトネスとの関係性 






 ↓   
【変化した用法】 
お身体は大丈夫ですか 
問題・心配ない 緩和 ＝②配慮拡張 
 ↓ ↓  
【近年見られる新たな用法】3 
（申し出に対して）大丈夫です〈不要〉 












答してもらった。有効回答は、331 名であり、男性 84 名、女性 247 名と男女差が非常に大きいため、
男女差については言及しない。また、各地域で同数の回答が得られたわけではないため、地域差や「大
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表 1 性別・年代     表 2 出身 
 男 女 合計 
10 代 23 53 76 
20 代 31 145 176 
30 代 13 3 16 
40 代 4 16 20 
50 代以上 13 30 43 
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53 49 54 
34 
44 






3 1 1 






1 2 2 3 2 
14 8 












➊ ➋ ➌ ➍ ➎ ➏ ❼ ➑ ➒
いい○大丈夫○ いい×大丈夫○ いい○大丈夫× いい×大丈夫×
66 
57 

































4 6 3 2 2 0 






3 3 1 
14 


















① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲
いい○大丈夫○ いい×大丈夫○ いい○大丈夫× いい×大丈夫×
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疑問文「大丈夫」 56% 52% 51% 39% 36% 
平叙文「大丈夫」 83% 80% 72% 62% 60% 






－ 331 － 
表 4 年代別の「大丈夫」の使用率（各設問） 
機能・用法 親疎 10 代 20 代 30 代 40 代 50 代以上 
➊《許可要求》 
親 61% 56% 63% 35% 35% 
疎 59% 55% 44% 45% 23% 
➋《依頼》 
親 62% 63% 56% 55% 44% 
疎 42% 36% 25% 30% 26% 
➌《提供》 
親 74% 74% 94% 50% 30% 
疎 34% 31% 19% 20% 28% 
➍《提供要求》 
親 36% 32% 38% 10% 28% 
疎 39% 27% 31% 5% 16% 
➎《陳述要求》  100% 99% 94% 100% 95% 
①《許可》 
親 78% 75% 63% 40% 40% 
疎 91% 93% 81% 75% 70% 
②《協力》 
親 46% 41% 38% 15% 33% 
疎 82% 66% 50% 40% 26% 
③《提供》に対する《拒否》 
親 96% 96% 88% 65% 65% 
疎 96% 98% 88% 70% 63% 
④《協力》に対する《拒否》 
親 99% 100% 88% 85% 79% 
疎 99% 98% 94% 85% 91% 
⑤《助言》に対する《拒否》 
親 95% 97% 100% 90% 86% 
疎 100% 99% 94% 95% 100% 
⑥《勧誘》に対する《拒否》 
親 68% 61% 38% 15% 23% 
疎 75% 71% 69% 30% 26% 
⑦《参加》 
親 42% 44% 44% 65% 37% 
疎 70% 64% 56% 50% 44% 
⑧《謝罪》に対する《承認》 
親 95% 89% 94% 90% 79% 
疎 100% 98% 88% 100% 91% 
⑨《感謝》に対する《承認》 
親 68% 69% 56% 50% 47% 
疎 79% 68% 56% 30% 44% 
➉《陳述》  91% 91% 88% 90% 93% 
調査の結果は以下の通りである。 
・「大丈夫」の使用率は 10 代、20 代が最も高く、年代が高くなるほど低下していく。 
・どの年代においても、疑問文より平叙文に「大丈夫」が用いられやすい傾向がある。 
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・「大丈夫」の使用率がすべての年代において 70％以上の機能を「定着している機能」と定める。「定
























・『NEJ：A New Approach to Elementary Japanese１・２』（『NEJ』） 
・『ひろこさんのたのしいにほんご１・２』（『ひろこ』） 
・『文化初級日本語Ⅰ・Ⅱ／文化中級日本語Ⅰ・Ⅱ』（『文化』） 
・『聞いて覚える話し方 日本語生中継 初中級１・２』（『生中継』） 








表 5 教材別「大丈夫」の出現数と発話機能 
教科書名 出現数 機能・用法 
『げんき』 5 《謝罪》に対する《承認》、従来の意味 
『新日本語』 4 《許可》、従来の意味 
『あゆみ』 4 《助言》に対する《拒否》、従来の意味 
『暮らし』 10 《陳述要求》、《許可要求》、従来の意味 
『みんな』 5 《陳述要求》、従来の意味 
『初級』 3 従来の意味 




『NEJ』 5 《陳述要求》、《陳述》、従来の意味 










合計 112  
 
調査した 35 冊の教材で、112 件の「大丈夫」が見つかった。『生中継』においては「大丈夫」の出現
数が最も多く、27 件の用例が見られた。その一方、『暮らし１』、『まるごと 初級２／中級２』、『ひろ
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配がない」という典型的な意味を指す。「大丈夫」の出現数 112 件のうち 64 件が従来の意味であり、
最も多く扱われている用法であると言える。場面としては、相手の体調や状態を気遣うもの、心配し
ている相手を励ますものが多く見られた。以下に会話例を示す。 
(16)  みちこ ：メアリーさん、元気がありませんね。 
 メアリー：うーん。ちょっとおなかが痛いんです。 
  みちこ ：どうしたんですか。 
 メアリー：きのう友だちと晩ごはんを食べに行ったんです。 
たぶん食べすぎたんだと思います。 
  みちこ ：大丈夫ですか。 
 メアリー：ええ。心配しないでください。 
（英語翻訳では） 
 Mary: I went out to have dinner with my friend yesterday. 
I think maybe I ate too much. 
 Michiko: Are you all right? 
（『げんきⅠ』12 課） 
(17)  リー ：ジブリの 新しい えいがを 見に 行きませんか。 
 マリオ：ええ、でも、日本語が よく わかりませんから……。 
  リー ：アニメですから、きっと 大丈夫ですよ。 
（『暮らし』30 課） 
『げんき』は、文法説明が英語で書かれており、語彙や会話の英訳がある教科書であるが、語彙リ











 B：わたしはイタリアンも、中華も、エスニック料理も何でも Aだいじょうぶです。 













 ワン：今、終わったところです。  
（『文化初級Ⅱ』29 課） 
(20) ナロン：あのう、会社へ行ってもいいですか。 
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に対する《拒否》の「大丈夫」は 1 件も見られなかった。 
 
【《拒否》】 






























(25) A：おそく なって、すみません。ちょっと みちに まよって…。 
 B：だいじょうぶですよ。じゃあ、行きましょう。 
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な場面における発話の実態調査を行う必要がある。また、本調査では対象者が 10 代から 20 代に偏っ
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A contrastive study of auxiliary verb “keyi” and corresponding 
Japanese expressions chinese auxiliary: Focusing on the usage and function of “keyi” 
 
文学研究科国際言語教育専攻修士課程修了 
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表１ 





ⅱ 〈容認〉 制御不可能な事態 ×① 





























2 表 2は本研究の観点から王（2016）の表を再構成し、整理したものである。 
助動詞“可以”とそれに対応する日本語表現についての日中対照研究 





























制御可能（Ⅰ） 制御不可能（Ⅱ） 制御可能（Ⅲ） 制御不可能（Ⅳ） 
てもいい 可以 てもいい 可以 てもいい 可以 てもいい 可以 
1人称 意向 
意向 




提案 不満  
不満 可能 命令 意見表示 
3人称   許容 可能   
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（2） 話し手の強制力  強                  弱 












（3） 話し手の強制力  強                  弱 















命令的指示 依頼  
恩恵的指示 勧め 許可 
 勧誘  
行為者 受益者 
聞き手 
話し手 命令的指示 依頼  







話し手 聞き手 申し出 
          話し手 
聞き手 受益者 

















〈可能〉 1 〈消極的受諾〉 2 〈依頼〉 3 
〈許可伺い〉 2 〈不満〉 1 〈勧誘〉 2 
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を対象に行った。一方、調査③は 150人を対象に行った。すべてのアンケートは 2018年 11月 9 日か
ら 11月 20日までの間に実施された。 
調査①については、調査対象の 100人のうち、74人が女性、残る 26人が男性である。7割以上が 20


















んだ 26人のうち、N1の合格者は 4人のみである。 
 
4 中国語版アンケートの質問７では、64人が“可以走路了。”を選び、84人が“能走路了。”を選んでいる。 





a 2 11 
b 0 15 
c 98 74 
助動詞“可以”とそれに対応する日本語表現についての日中対照研究 






















5 中国語版アンケートでは、69人が“这件衣服可以试一下吗？”を選んだ。全体の 46%を占める。 
6 中国語版アンケートでは、47人が“这件衣服能试一下吗？”を選んだ。全体の 31.33%を占める。 







a 99 76 
b 1 17 






a 68 68 
b 1 7 
c 31 25 
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a 0 25 
b 100 58 








a 7 23 
b 5 10 






a 2 28 
b 97 61 









a 21 43 
b 71 25 
c 8 32 
助動詞“可以”とそれに対応する日本語表現についての日中対照研究 
































7 中国語版アンケートでは、143人が“你可以去颐和园看看”を選んだ。全体の 95.33%を占める。 
8 ①動詞の辞書形を受け、人に対してその行為を行うように勧める意味を表す。②そうなってほしいという願望を表す。③実
際には起こらなかったり、現状が期待に反するような場合に、それを残念に思ったり、相手を非難する気持ちを表す。 
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9 中国語版アンケートの質問 15では、150人の中に、116人が“你可以住我哥哥家”を選んだ。 
10 中国人学習者のうち、25人は質問 15の選択肢 b「泊まったらいいですよ」を選んだ。N1 が 11人（全員日本に滞在経験
がある）、N2 が 9 人（3人が日本に滞在経験がある）、N3 が 5人（全員日本に滞在経験がない）である。 








a 99 64 
b 0 22 
c 1 14 
助動詞“可以”とそれに対応する日本語表現についての日中対照研究 





















「てもいい」の選択肢を選んだのではないだろうか。今回の調査結果では、選択肢 b と c を選んだ学
習者も多い。この理由は、学習者の日本語レベルでは、「てもいい」の〈消極的受諾〉の用法が理解で












a 98 73 
b 0 12 
c 2 15 
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11 中国語版のアンケートでは、対象者 150人の中の、120人が“就应该来打声招呼的”を選び、全体の 80%
を占める。 







a 51 13 
b 4 23 
c 45 64 
助動詞“可以”とそれに対応する日本語表現についての日中対照研究 




















a 0 15 
b 100 81 







a 5 16 
b 93 63 







a 0 12 
b 97 72 






a 15 15 
b 0 10 
c 85 75 
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できていないことも考えられる。この点については、質問 16と質問 17も同様である。 
質問 16 は、大学の期末試験直前の、後輩と先輩の会話である。日本語母語話者は 93 人が選択肢 b







質問 17は質問 10と同様、学生と教師の間の会話である。日本語母語話者は 97%の人が選択肢 b「取








 質問 20では、日本語母語話者は 85人が選択肢 c「行きましょう」を選んでいる。残り 15人が選択
肢 a「行ってもいいですよ」を選んでいる。質問 20は、「Aさんは駅へ行きたいが、道がわからないの
で、Bさんが A さんを手伝ってあげる」という場面の会話である。「てもいい」は、Aと Bが知り合い
ではない場合には使える。一方、中国人学習者は 75人が選択肢 c「行きましょう」を選び、15人が選






























ませんか ｃ．教えられますか ）？ 
B：いいですよ。 
a 0 19 
b 100 78 








a 1 11 
b 99 86 
c 0 3 
13 
妻：ちょっと、棚のうえの箱（ａ．取っても
いい ｂ．取ってくれる ｃ．取れる）？ 
夫：どの箱？ 
a 0 6 
b 95 91 
c 5 3 
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－ 360 － 
語からの負の転移を受けた誤用と考えられ、〈依頼〉の習得が十分には進んでいないことを表している
と言える。次の質問 8にも同様の問題が存在する。 


























a 9 7 
b 1 15 







a 0 7 
b 1 25 
c 99 68 
助動詞“可以”とそれに対応する日本語表現についての日中対照研究 





質問 5 は、会社で同僚の A と B が待遇問題について話している会話である。A が、Ｂと二人で一緒
にボスに相談することを提案し、それに対しＢが同意を示す場面である。一番ふさわしい選択肢は c
「相談してみましょうか」である。日本語母語話者は 9 割の人が選択肢 c を選んでいる。残りの人の










よ」である。日本語母語話者はほぼ全員が選択肢 c を選んでいる。それに対し、中国人学習者は 68%
の人が勧誘を表す選択肢 c を選んでいる。他の人は 25 人が選択肢 b「入ればいいね」を選び、7人が













12 中国語版アンケートの質問 14では、126人が“我们去树荫底下吧。”（一緒に木陰に入りましょう）を選んでいる。 
創価大学大学院紀要・第 41 集・2020 年 2 月 


































a 3 13 
b 2 16 
c 95 71 
助動詞“可以”とそれに対応する日本語表現についての日中対照研究 
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